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日本におけるアメリカ研究関係資料の収集は、 東京大学アメリカ研究資料

センタ ー の活動の重要な 一項目をなしている。 ことに、 戦前に日本人によっ

て著わされたアメリカ関係書、 またアメリカ研究書の邦訳書の収集は、 本セ

ンタ ー として力をそそいできた事業の 一つである。 これとならんで、 日本の

アメリカ研究の先達に対するオ ー ラル・ ヒストリ ー の企画が日米友好基金か

らの援助によって、 ここ数年来予算的に実現可能となり、 徐々にではあるが

実施され、 これまでに26巻が刊行されるに至っている。 運営委員会として、

関係者 一 同のご尽力に感謝するとともに、 財政的に許される限り、 この活動

を続けたいと願っている。

刊行にあたっては、 インタビュ ー のテ ー プ資料をおこし、 御本人に原稿に

目を通して加筆訂正を行なって頂くと共に、 われわれの方でも小見出しをつ

けるなど若干の編集上の配慮を行なっている。 日本におけるアメリカ研究の

発展の軌跡を明らかにするうえで、 有意義な記録になりうるものと期待して

いる。
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は じ め に

これまでこのオ ー ラル ・ ヒストリ ー ・ シリ ーズでインタビュ ー をお願いし

てぎた方は、 ほとんどすべて大学関係者であり、 通常の意味でのアカデミズ

ムの場における研究者でいらしたが、 この点、 陸井三郎先生は大学に籍を置

かれたことがなく、 いわゆる在野の研究者として活躍してこられた。 以上の

ことに限って見ても、 先生がアメリカ研究に関わる研究者の中で異色といえ

る存在でいらしたわけだが、 このような一 般的にはより厳しい状況のなかで、

あるいはそれ故に、 アメリカについての先生の学術的あるいはまた評論的活

動はきわめて精力的に進められ、 日本におけるアメリカ研究の進展にとり重

要な寄与をなされた。

先生が関しをもたれ分析に取り組まれたのは、 主として現代のアメリカで

あり、 アメリカ現代史の研究者と考えることが適切と思うが、 その領域は権

力構造といった政治学の分野から、 経済問題、 さらには対外関係にまでわ

たっており、 学際的な広さに強い感銘を受けざるをえない。 そしてとくに学

術的分析と実践的活動との結節点に、 先生のお仕事の意義が遺憾なく発揮さ

れたと思われる。

このような活動歴をもたれる先生から、 アメリカ研究に関する問題関心や

諸活動の状況をうかがう機会をもつことができたことを、 大変うれしく思っ

ている。 インタビュ ー は1991年 7 月 14 日（日）午後、 東京大学アメリカ研究

資料センタ ー 会議室で行われ、 聞き手としては、 河村 望、 油井大三郎、 上

杉 忍諸氏にお願いした。 また著作目録の作成には藤本 博氏にお骨折りを

いただいた。 印刷にあたっては、 インタビュ ー の記録をもとに、 陸井先生お

よび聞き手諸氏に加筆訂正の労をとっていただいたが、 本冊子の刊行にあた

り、 ご協力をお願いしたすべての方に、 ここにあらためて感謝の気持を記し

たし、 0

1992年 1 月

東京大学アメリカ研究資料センタ ー 運営委員会

担当 新川健三郎



新川 きょうはお暑いところを、 特にお休みの日にお集まりくださいまし

て、 どうもありがとうござしヽました。

東京大学のアメリカ研究資料 セン タ ー では、 活動の1つといたしまして、

日本におけるアメリカ研究の軌跡をたどるといいますか、 明らかにする作業

を行っておりますが、 その中で、 アメリカ研究のさまざまな分野につきまし

て、 特に日本のアメリカ研究の草分け的な仕事をされた方、 それ以後の発展

にご尽力されてこられた方々から、 直接お話を聞くというオ ー ラルヒスト

リ ー を、 10年余り前から行っております。 これまでにおよそ25人ほどの方の

話を伺い、 それを記録にとどめて、 小冊子を発行してまいりました。

きょうは、 陸井三郎先生においでいただきましてお話を伺わせていただ＜

ことを、 セン タ ー としては非常に貴重な機会と思い、 感謝いたしております。

これまでオ ー ラルヒストリ ー で伺いました方は、 概していわゆる大学で仕

事をされてこられた方が多いのですが、 特に陸井さんの場合は、 いわゆる在

野におられて非常に積極的に仕事をされてこられたという点でも、 これまで

と違ったお話をいろいろ伺えるのではないかと楽しみにしております。

お仕事の分野としましては、 一言でいいますと、 恐らくアメリカ現代史と

いってよろしいのかと思いますけれども、 政治、 経済、 さらには対外関係に

わたりまして、 非常に広い視野から、 かつ、 非常に実証的で綿密な仕事をさ

れておられます。

ここでは、 先生のたどってこられました、 特にアメリカ研究を軸とする経

緯とか、 それぞれの時点での日本における状況、 さらに先生からごらんに

なってのアメリカ研究の問題状況や問題点にも言及していただきながら、 先

生のお話を通して、 日本におけるアメリカ現代史研究の1つの筋道といった

ものを明らかにする場にできたらと考えております。

聞き手といたしまして、 河村望さん、 油井大三郎さん、 上杉忍さんの3人

の方を煩わすことになりましたが、 これまでにもいろいろ準備してきてく

だっさったことに対しまして、 世話役としてお礼申し上げます。 きょうはよ

ろしくお願いいたします。
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それでは、早速、陸井先生の方からお話をお願いしたいと思います。

1. 生立ち

陸井 何か個人史についてお話をしろといわれております。 それから、

きょう私がお話しするのは、特に隠していたわけではないのですが、上杉さ

ん、 河村さん、油井さんにもお話ししなかったような側面も経歴的には若干

出てくるだろうと思いますので、その 2 点を最初に申し上げておきます。

私は1918年の 6 月末の生まれです。 実は私の世代は非常に変わっていまし

て、戦前は、20歳前後で殊に男子がかかる結核の死亡者が多かったですけれ

ども、それだけではなくて、戦争時代に巻き込まれてきているので、特攻世

代よりは数年だけ上ですが、戦争で一番たくさん死んでいる世代です。

戦争で死んだというと、よく皆さん方一般には戦争で死んだというだけで

すまされますけれども、恐怖のために戦線で発狂したとか、戦争末期には、

召集されてその日のうちに入営し、その日のうちに船へ乗せられて、その日

． のうちに潜水艦で撃沈されて死んでしまったという、何のために召集された

かわからないような人たちが非常に多い。

そういう世代ですから、同じ年でいま社会的にいろいろ活動している人は、

相対的には人数が少ないのではないかと思います。

さて、私10人きょうだいの同じ両親の 7 番目で、一番上の兄は死にました

けれども、 あと 9 人は今まだ全部生きているのです。 末弟が神戸大学の文学

部の社会学をやっていて、去年か定年になりましたが、 ちょうど一 番上と一

番下が男で、その中間に私とは7つ違いの兄と私がいて、その男の兄弟の中

間にちょうど 2 人ずつ女の姉妹が入るという、非常にバランスよく産み分け

られているわけです。（笑）

私は東京・芝の生まれですけれども、両親は、今では常滑市に属している

愛知県の知多半島の先の方です。 私の考えでは、日本人は大体混血をしてい

ますから、天皇家を含めてだれもかれも馬の骨だと思っていますので、別に

どういう家だという家柄までいうことはないのですが、幕末から明治維新を
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経た明治初年のころ活動した人たちが出た典型的な酒屋で、 名主庄屋の家で

す。 おふくろの方は、 明治初期からあった地方銀行の仕事をやっていた家の

娘らしいです。 当時、 隣の村になるわけですが、 そこで結婚した。

おやじの方だけをお話ししますが、 名古屋の商業、 今でいう旧制中学を出

てから、 東京商科大学の前身のまだ大学になっていない東京高等商業を明治

37年に卒業しました。 1904年ですから、 日露戦争の年ですが、 当時でも何か

徴兵猶予があったらしくて、 卒業すると、 戦争に行かないために、 当時は専

科と称したらしいのですが、 今でいう大学院に1年行きました。 そのため、

当時、 一橋大学は小さかったせいもあって、 同級生の結束が非常に高くて、

僕らが子供のころから、 明治37年、 38年に卒業した「三七会」「三八会」を毎

月やっていまして、 それにはほとんど欠かさず出席していたですね。

卒業しましてから、 家が割によかったものですから、 おやじのおやじと一

緒に横浜の郊外にでっかい家を買いまして、 横浜を舞台に貿易商を始めたの

です。 数千坪あって、 川があって山があるというような家です。

主として、 満州の豆かすを買いつけて、 それをドイツに輸出して、 ドイツ

から機械を買うという貿易商をやっていたらしいのです。 ところが、 7、 8 

年やっていたんでしょうか、 それに大失敗しまして、 お金がなくなって東京

へ出てきた。

本来、 割に商売人ではないのですね。 ですから、 当時の一橋の同僚だった

人と、 母校である一橋の図書館に通って、 これから何をやるべきかを研究し

た。 結局、 これからは株式市場だというので、 兜町へ行くための自転車を1

台買って、 友人の間をかけずり回って、 大正2年か3年ころ、 東京証券取引

所の一般取引員という資格を得て会社を設立、 大戦も始まるので、 急激に業

績を伸ばした。

この間から問題になっております4大証券の証券会社をイメ ー ジしてはい

けないのですが、 当時の兜町は全部そういう一旗組でした。 〇の中に二を書

くもので◎という屋号で、 当時の4大証券とか5大株屋といった方がいいん

でしょうか、 会社はかなり大きくなりました。
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私の生まれたときはちょうど全盛期で、 成功してから、 私が生まれるはる

か前の大正初年には、 人力車のお抱えがちゃんといて、 人力車でやっていた

らしいのです。 そのうちに、 それが大型のビュイックにかわりまして、 私が

記憶している限りでは、 家に大ぎな自動車があるのは当たり前のことだった

のです。

しかし、 人力車夫はそのまま解雇せずに家の雑用係でいて、 僕らなどはい

つもおんぶしてもらっていた。 そのほかに、記憶している限りでは、 女中さ

ん、 お手伝いさんがいつも7、 8人いた。 当時は親戚をみんな養うんですね。

素性がよくわからないいとこ、 はとこに、 学費を出してやるというので、 そ

ういうのが何人もいまして、 何か大変な大家族でいたわけです。

加藤周 ー さんが『羊の歌』を書いておられますが、 あの方は文学者ですか

ら、 文学的捨象もあるのかと思いますけれども、 私とは 1 つ違いなのですが、

関東大震災の記憶が全然ないと書いてあるのですね。

しかし、 私は関東大震災だけではなくて、 その前年の1922年の 4 歳のとき

のことを覚えています。 おやじが7番目の息子である僕ばかり非常にかわい

がったのか、 どこへ遊びに行くにも連れていくのです。

今でいう羽田空港のある近くの穴森というところに、 父親が連れていった

ら、そこで食べたものが悪かったらしくて、 子供がかかる、 ひどいひきつけ

を起こす疫痢にかかってしまった。 今の東大の医科学研究所ですが、 当時は

伝研といわれた伝染病研究所に担ぎ込まれたのですが、 院長以下、 これはも

うだめだといわれたけれども、 何か心臓が割に丈夫だったから助かった。

当時は簡易ペッドなんてないですが、 個室の大きな部屋を取って、 そのわ

きに母親がござを敷いて、 布団を敷いて看病しているところとか、 そのとき

のことを随分覚えています。

また、 当時も今と同じ場所にあって、 芝白金の医科学研究所のあるところ

ですが、 家から歩いてもそれこそ 6 、 7 分でしたけれども、 退院するときに

家の車に乗せられて、 退院しました。

その翌年の 4 歳か 5 歳のときに関東大震災で、 そのときの記憶があるので
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すが、 今は白金自然国になっているところが、昔は火薬庫跡でした。 火薬庫

といいましても、幕末に品川の砲台で使う火薬を貯蔵したところらしくて、

明治以後はあそこは貯蔵してないのです。 あそこは大変広大な自然が残って

いるところで、棒がたくさん立っている柵があって、子供の頭だと入るとこ

ろがあるのです。 そこにもぐり込んで、子供のころあそこで遊んだ記憶があ

ります。

私が行った白金小学校は、当時としては東京で屈指の進学校らしいのです

が、私は学区でしたから、別に越境したわけではないのです。 おやじが保護

者会の会長をやっていましたので、割合に寄附をしたんでしょうが、小学校

ではいわゆるひいきにされる子だったわけです。

ところが、子供には生活の問題はわかりませんから、これは後で聞いた話

とつながってしまうわけですが、実際には私が小学校の段階で既に父の会社

は倒産していたわけです。 これは金融恐慌の影響とか、おやじの会社から民

政党の代議士を大量に出すといううわさがあって、政友会内閣につぶされた

とか、うわさはあったのですが、そのことはいまだによくわかりません。 と

にかくつぶれたわけです。 つぶれて、僕らにわかったのは、家に車がなく

なったということだけで、お手伝いさんの人数も多少減ったかなという程度

で、それほど苦痛はなかったですね。

中学は、青山学院の中学部に入るわけです。 これが後でいろいろ尾を引く

ことになるわけです。 中学 3 年の 3 学期の 2 月、15歳の時におやじが突然脳

溢血で53歳で死にました。 子供ですから大変なショックだったし、しかも

きょうだい10人のうちで成年に達しているのは、人数としては半分もいない

わけです。 上の2人の姉は結婚していましたけれども、あと4人の姉妹はま

だ結婚していない状態だったのです。

ところが、上の方のきょうだいとか親戚とかでいろいろ評価をしてみると、

かなり資産が残っていたのですね。 具体的にいうと、ちょうど今の西武の堤

氏のおやじさんが父と同期で、当時、箱根土地というのをやっていまして、

茅ケ崎とか軽井沢とか山中湖といったあちこちの土地を、何千坪か何万坪か
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買わされまして、 大変持っていたらしいのです。 芝の大きな家も残っていま

したし、 銀行の預金だけでも、 その場で自由に使える現金が、 当時のお金で

5 万円ぐらいあったというのですから、 大変な金だったわけです。

ところが、 当時は家督相続ですから、 一番上の兄が財産を継ぐわけです。

この兄はもう死にましたから構わないと思うのですが、 その一番上の兄だけ

はでき損ないだとおやじがいっていたようです。 怠け者でもあるし、 1つの

ことを長くやれなくて続かないということだった。 この兄は、 遊んだだけで

はなくて、 おやじの後を引き継ぐ以上は、 下のきょうだいもいるから、 事業

を起こさなければいけないというので、 変な仕事を次々にやったらしいんで

すね。 それで、 あっという間にこれらの財産が全部なくなりまして、 僕が中

学 5 年生のときに行方不明になっちゃったのです。

僕は中学から上は行けないということで、 兄が行方不明になる前に、 当時

日本ではつくれなかったボ ー ルベアリングの輸入会社でスウェ ー デンの日本

支社であるSKFに、 この兄がわざわざ僕の就職を世話してきまして、 卒業

後の進路は丸ビルにあるその支店にほぼ決まっていたんですね。

しかも、 芝にあった最後の家まで担保にして高利貸しに金を借りていた。

僕が中学 5 年生ぐらいのときに、 兄しこ何かいい訳の手紙を書いた封筒を持た

されて、 麻布の高利貸しの家まで行かされたことがあります。 兄とは14ぐら

い年が違いますので、 そのときに高利貸しが封筒を開いてから、「あなたに

いっても子供だからしようがない。 このまま持って帰ってください」といっ

て、 突っ返されてきた記憶があります。

結局親戚ー同は兄を東京に置いておいたのでは、 これ以上何するかわから

ないというので、 父の一橋のときの同僚で、 朝鮮で事業をしている人に頼ん

で、 兄を日本の植民地だった朝鮮へ行かせてしまったんです。 だから、 敗戦

まで兄は帰ってこなかったわけです。

次男は、 今は小山台高校といっている府立八中の4、 5年のころから、 築

地小劇場の影響で左翼運動にかかわってきて、 ニ キストラにまでいろいろ出

始めて入れ上げて、 それから左翼になってしまった。
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したがって、 まだおやじが生きていたわけですから、 当時旧制高校か、 も

しくはどこかの私立大学であれば、 大学の予科に入るはずなんですが、 そん

なことをやっていましたから、最初1年浪人して、 多分どこにも入れなかっ

たんですね。 それで、 しようがなくて青山学院の文学部に入ったわけです。

そのとき、 僕に記憶があるのは、 中学の1年生のときの昼休みの時間に、

僕から見れば大変大きい人ですが、 高等部の知らない人にちょっと来てくれ

といわれて、 高等専門学校と中学校の建物は向かい合っているのですが、 学

校の建物の裏の方へ連れていかれまして、 「あなた、 陸井君の弟さんだろう。

お兄さんはどうしているか」というんですね。 僕はうそをついて「家にいま

すけど」といったんです。「家にいるんならいいんだけれども、 みんなが心配

しているから」 というんです。 実は兜町の何とかの息子がアカで逮捕された

という記事が新聞にでかでかと出たらしいんですね。 僕はそれを見ていない

から知らなかったわけです。

そんなことがありまして、 家で何事か起こったなということはうすうすわ

かったのですが、 そのうちに、 兄貴は本当に家にほとんどいないようになっ

て、 1カ月に1遍か2遍帰ってきて、 下着とか日用品を持ってはさっと出か

ける。 だから、 兄は青山学院も卒業してないし、 どこも出てないんです。

ところが、 これは戦後に母親に聞いたんですが、 家に刑事が2人で次兄を

逮捕しに来たんだそうです。 ちょうど日曜日で、 おやじもおふくろもいて、

玄関で両親が刑事を出迎えた。 兄は次郎というのですが、「次郎、警察で来い

というから行きなさい」と呼んできて、「それじゃ、 着がえしてくる」といっ

て、 兄は着がえに入っていった。 しばらくたっても出てこないので、 どうし

たのかなと思ったら、 家が大きかったものですから、 裏口からどこかへ逃げ

ちゃったらしいんですね。 そうしたら、 刑事が「またどこかで捕まえるから

いいですよ」といって帰っていったという話を聞きました。

そんなことがありまして、 家は非常にリペラルで、 私もおやじやおふくろ

に怒られた記憶が余りないんです。 おやじ、もそういうわけで、 思想は余りよ

くわからなかったようですが、 何か好きなことを若気でやっているなという
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ぐらいの気でし、たようです。

その兄の話をついでにしておきますと、 のちに横浜で捕まったらしいので

すが、 結局転向せずに、 東京地方裁判所で4年の判決を受けて、 それから控

訴しました。

一番上の姉の嫁ぎ先というのは、 当時はもう既にやめておりましたが、 政

友会の院内総務をやっていた一流弁護士で、 高等裁判所（控訴院）の判事も

やっていた経験のある人でした。 その人にいろいろ頼むと、 これは、 当時の

日本の天皇制のもとでの裁判制度には随分抜け穴があったことは、 ほかの方

からも伺いましたが、 何かいろいろ手を回しておいて、 不転向でもいいから、

そのかわり、 転向しませんと裁判でしゃべらなければいい。 そうすれば、 情

状酌量で執行猶予がつくというような了解を得た上で、 今の東京高裁である

控訴院に行きまして、 執行猶予 4 年をつけられて、 昭和 8 (1933) 年の12月

に出てきたのです。

その心労があったのかどうか知りませんが、 兄が帰ってきて、 目黒の雅叙

圏で年末のパーティをやり、 その翌年の2月に、 おやじが突然脳溢血で死ん

だという経過なんです。

そういうわけで、 芝の家は夜逃げ同様にして出まして、 おやじの会社の人

が、 恩返しだからといって、 大森のずっと外れの方にある借家に、 家賃は要

らないからそこへ入ってくれというので、 そこに引っ越しました。

私も一番上の兄が世話をしていった就職先が決まっていたわけですが、 母

親が、 上の2人の兄は勝手なことをしていたのに、 私だけかわいそうだとい

うので、 青山学院の高商部に、 入学手続だけはしておいてくれたのです。 文

学部は、 中学の成績が上の方半分ぐらいであればそのまま入れたのですが、

高商部の方は少し難しくて、 上の方の 3 分の 1 か 4 分の 1 に入っていないと

無試験ではないということだった。 幸いそのぐらいには入っていましたので、

無試験で入れたわけです。
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2. 青山学院より東亜海運ヘ

ところが、 あそこは旧制の専門学校ですが、 4年制なものですから、

ちょっと大変なんです。 しかし、 キリスト教の学校ですから、 戦争が始まる

まではアメリカのミッションから応援が来ていたせいか、 私立にしては割に

月謝が安いのです。 光熱費を入れて年間で100 円ぐらいでしょうね。

しかし、 学費は結局自分でやらなければならないだけではなくて、 だれも

生活を保障してくれる人がいませんで、 弟はまだ私の7つ下ですし、 2つ下

の妹もいましたし、 おふくろもいましたので、 自分の食ベ口だけではなくて、

何か若千プラスするぐらい積極的に家計に入れなければいけないわけです。

それで、 中学のときの先生に頼んで、 学生時代は家庭教師を大体フルに

やっていました。

中学生の学校が終わってからの4時から6時ごろまでと、 どこかで夜は外

食し、 7時から9時ごろまでというのをずっとやっていました。 それでどう

やら卒業することができたわけです。

しかし、 今の学生は割に忙しいですけれども、 当時の学生時代は、 何だか

んだいっても、 学校の方はサボらなくてもゆとりがありまして、 3つか4つ

家庭教師していますと、 当時のお金で最低60~70円、 盆暮れには100 円以上

入ってくるんです。 そうすると、 当時の大学の卒業生の初任給よりいいんで

すね。 ですから、 それだけやっていれば、 家の方に入れて生活は苦しくな

かったし、 学校も適当にサボっていればよかった。

高商部は、財政学とか英語とか、 割に一楯の先生が来ていまして、 一高の

名物教授であった岡本忠之柔先生の英語は非常に役に立ちました。「イット

はザット以下」なんという教え方ですけれども、（笑）カ ー ライル、 ラスキ

ン、 H. G. ウェルズとか、 ちゃんと原書講読を教えてくれる。

みんながサボるので、 3人か4人しかいませんでしたが、 フランス語は例

の平岡昇先生です。 亡くなる前に、 岩波新書で『平等に憑かれた人々』とい

うバブ ー フの伝記を書かれた方です。 あの先生とは非常に親しくなることが

できました。

ついでに申し上げておきますと、 太平洋戦争が始まって、 そろそろ物が不
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足するころに、 今渋谷のハチ公があるあたりに「東京パン」という喫茶店が

ありまして、 そこで平岡先生とばったり会ったのです。 そうしたら、「いよい

よインテリの苦難の時代が来ましたな」といわれた言葉が忘れられません。

平岡さんはそういう方で、 東大の非常勤講師ぐらいしかやっていなかったん

でしょうね。

しかし、 私はこのときにいろいろな方と接触しました。 例えば、 それこそ

1 回だけですけれども、 学校の講演会といっても、 30,...._,40人しか集まらない

会ですが、 三木清氏を連れてくるとか、 頼みに行って清水幾太郎氏や萩原朔

太郎氏を連れてくるとかいうことを学生時代に随分やりました。

清水さんとはそのときに知り合いまして、 当時だから32~33歳だったんで

しょうが、 大変な人気のある評論家でしたので、 毎週火曜日の面会日の晩と

いうと、 清水さんの家の6畳の部屋はいっぱいになる。 私はそこでいろいろ

な人と知り合いになりまして、 安田武、 福田恒存、 いろいろなおかしな顔ぶ

れ、 雑多な顔ぶれがいた。

ただ、 清水さんからは随分いろいろなことを教えられました。 原書講読を

どうやったらいいとか、 そういう本も随分自由に貸してくれる。 それから、

アメリカの本がぼつぼつ入らなくなってきたんですね。 そのときに、 日本で

アメリカのデュ ー イとかをやっているのは清水さんだけだというので、 コー

ネルに留学をしていた南博さんが連絡をしてきて、 ジョ ー ジ・ハー バー ト ・

ミ ー ドとかああいう本を次々に送りつけてきて、 それをまた僕に貸してくれ

るということがありました。

南博さんとは戦後初めて会ったのですが、 そのときに、 南中央病院の御曹

司だと聞き、 いろいろ伺いました。

少し前半が長過ぎたのですが、 そんなことがありまして、 卒業いたしまし

たが、 大学を出ていない以上、 どこかの研究所、 東亜研究所、 満鉄の調査部、

当時としてはかなり大きかった日鉄の調査部といったところには入れないわ

けですね。

それで、 当時できました一種の国策会社である東亜海運の調査部を志願し
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たわけです。 こ れはやはりおやじの同僚である人が、 日本郵船から横滑りを

して、 そ こ の社長になったので、 そのコネを頼って就職して、 実はそ こ の調

査部へ入りたかったのです。

どういう会社かと一言だけ申し上げておきますと、 1940年ですから、 そろ

そろ大東亜共栄圏などといい始めた こ ろです。 ですから、 大阪商船とか日本

郵船といういろいろな日本の大きな商船会社のアジア関係の部門だけを、 全

部吸収して1つの会社にさせたという会社です。 ですから、 こ れは数年寿命

があっただけです。

そこへ入ってみたら、 いきなり船へ乗れという辞令が出て、 いきなり神戸

へ行けというのです。 船会社は1年間は少なくとも船へ乗らなければいけな

いということで、 船へ乗りましたが、 船の中でも本ばかり読んで いたですな。

（笑）

神戸へ行きまして、 船の事務員で、 初めは天津航路で、 2遍行って婦って

きたところで、 5月に、 徴兵検査を受けた。 船に乗っている人は港で検査を

ちゃんと受けられるのですが、 本籍地で受けたいですといった。 愛知県の本

籍の方が田舎で、 下のランクにつけられる可能性があるものですから、 愛知

県まで行って丙種合格になったわけです。

それで神戸に帰ってきてみたら、 もう船籍が変わって、 別の船に乗れとい

われた。 就職したてですけれども、 こ んなと こ ろにいるつもりはない、 もう

そろそろやめようと思って い たんです。 だけど、 もうちょっといろいろ考え

てからと思いまして、 今度は貨物船に乗せられました。 こ れは新造船だった

のですが、 貨物船の方が楽なんです。 お客さんが乗っていませんから、 何も

しなくて いいのです。

今の広州へ1遍行って帰ってきて、 もう1遍行った婦りの こ とですが、 広

州を出て、 台湾の基隆へ寄って、 そ こ で石炭を積んで掃ってくるときに、 神

戸ではなく、 名古屋港へ入れという無電が入って、 名古屋港へ入ろうとした。

そのときに非常な濃霧で、 明け方に伊勢湾に入る三重県の大王崎というと こ

ろで大変な座礁をしてしまったのです。 浸水し始めまして、 幸 い座礁して岩
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の上に乗っかっているので、 沈没はしなかったのですが、 そこでは明治時代

に駆逐艦が2つ折れになって全部死んだ場所だとか、 いろいろ聞いたことが

あります。

ところが、 遭難しますと、 下級船員は船に残されないのですが、 見習いみ

たいな者でも私は高級船員なんです。 それで船長以下7 ~ 8人だけ残るグ

ル ー プに入れられるわけです。 いよいよこういうところにいるべきではない

と思いました。 そこで、 手続が全部終わって、 サルペ ー ジの船が来て、 応急

に穴をふさいで、 そのサルペ ー ジの船に曳航されて、 大阪のドックに入った

後に、 東京へ帰ってきて、 1940年の 7 月にはわずか 3 か月でやめることにし

ました。

そうしたら、 辞職願いが出ているというので、 おやじの友人である社長が

びっくりして、 いきなり来いといわれた。 平社員でも退職の辞令だけは決裁

が社長まで行くらしいのです。「どういうわけだ」というから、これこれかく

かくで、私の希望はこういう方面ではないといったら、「しかし、あなたの考

えている道はなかなか大変だし、 容易ならぬことだよ」 といわれた。 同じよ

うなことはその後もいわれまして、 事実大変だったわけです。

そこをやめましてから、 翻訳などをやって、 23か24のときに本を 1 冊出し

たことがあるのです。 そんなことをやったり、 いろいろなアルバイトをやっ

てし、た。

3. 太平洋協会をめぐって

これは清水さんの紹介で、 1941年ごろから話はあったのですが、 太平洋協

会に昭和17年 (1942) の 6 月 1 日から来てくださいといわれた。 そこには平

野義太郎氏がおられた。

誤解はないと思いますが、 太平洋協会は、 太平洋問題調査会(IPR)の

支部では全くなくて、 IPRの日本のセクションは、 当時から銀座に事務局

だけがあるんです。 何か会議があるときだけそれを組織するのであって、 I 

PRそのものの研究機関は日本にはないわけです。 大学の人とか、 いろいろ
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な人を連れてきて、そこで会議をやるということで、実際 にはIPRはな

かったわけです。

鶴見祐輔氏が、ちょっと古いタイプではありますが、後藤新平の娘婿です

から、太平洋を往来すること何十回という ほど抱負経綸は非常に大きくて、

たしか昭和12年(1937)ごろ、太平洋協会を文字どおり民間の任意団体とし

てつくったわけです。
コム・アカデミー事件は昭和13年(1938)でしょう。 平野義太郎氏が、本

郷の東大法学部の研究室から検事局の車で連れていかれた。 ほかにもいろい

ろな人がやられました。

鶴見さんと平野さんは奥さんの筋で親戚になるのですが、鶴見祐輔さんが、

あんなことをやらせておくと、また何があるかわからないというので、平野

さんを引き取って太平洋協会に入れたわけです。

ところが、鶴見祐輔さんはバランス感覚が非常にいい人で、ちょうどその

後におこった河合栄治郎事件で、河合栄治郎の弟子で一緒に東大を辞職した

山田文雄氏を一緒に協会に入れたわけです。

ですから、小さな団体なのに大変な組織で、平野先生は調査局長、山田文

雄氏は研究局長なんです。 しかし、 局などと称しても部屋はそんなに 多くな

いし、下に何人もいない。 ところが、採用される人はちゃんと系列化されて

いまして、山田文雄氏のところには、後に民社党の参議院議員にもなる関嘉

彦氏とか、石上良平氏とかいう人がちゃんといましたし、 平野先生のところ
には、私などは全く無色の若造ですが、もと講座派だった人とかがいる。 た

だ、大部分の人は、政治的には無色透明な人だったということは、一応念の

ために申し上げておかなければいけない。

ところが、私が入ったときには、1942年の、真珠湾が始まって半年ぐらい

のときですから、徴兵されそうな人は、既に南方の執政官になったりして、
調査のためと称してフィリピンとかああいうところへ逃げているんです。 で

すから、研究スタ ッ フがいない。 そうでなければすでに召集されてしまって

いるわけですね。 若い人は ほとんどいない、という状態でした。
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ここで私のアメリカとのかかわりを一 言しておきますと、 青山学院の学生

時代に、 アメリカ帰りの経済学の先生の大木金次郎氏が訳したスチュア ー ト

・ チェイスのニュ ー ディ ー ル論（邦訳『新経済工作論』）を読まされました

が、 さっばり分らなかった。 太平洋協会に入った直後に読んだ百々正雄

『ル ー ズヴェルト十年史』で大いに啓発され、 戦争中だったにもかかわらず、

アメリカはすばらしい国で、 明るい社会だと思いました。

そんなこともありまして、 最初の半年は太平洋協会の資料室にいなさいと

いわれた。 資料室はちょうどこの部屋ぐらいの大きさで、 もう少し縦長です

が、 そこの本棚にはぎっしり本で、 間を通るのにも体を斜めにしなければい

けないぐらい本がたくさんありました。 少なくとも開戦までのIPRの文献

資料とか、 リファレンスブックとかというものが全部そろっていました。

そこの資料室に見習いでいたのですが、 半年もいれば、 大体どういう本が

あるか全部わかりますから、 借りたい人が来れば、 すぐその場でわかるよう

な状態になった。 そこで、 E ・ ハ ー バ ー ト ・ ノ ー マンの『近代日本の登場』

という本も自分で見つけて、 だれも手の通っていなかった本ですが、 初めて

読んでびっくりしたということがありました。

その資料室のときに、 幾つか研究会で研究報告をしたら、 非常にいい報告

だというので、 研究室へ上がれといわれて、 別の部屋にあった研究室の方へ

じきに上げられました。

しかし、 テー マを与えられているわけではなくて、 やはり何か戦争協力で

すから、 当時平野先生は、 非常にジャ ー ナリスティ ックな感覚が強いといわ

れたのですが、 別に時局に合わせたというのではないんでしょうけれども、

激戦がソロモン諸島あたりで起こると、 それはもちろん文化人類学、 地誌、

自然等だけしか書いてないんですが、『ソロモン諸島とその民族』という大

きな本が出るわけです。 それ か ら 、• それこそ枕になるような厚い本で

『ニュ ー ギニアの自然と民族』という本がやはり出るわけです。

こういう本はもちろん外部の人も大変協力したのですが、 私はそういうも

のは一 切まだかかわらずにやってきたわけです。 しかし、 この時代は非常に
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よく勉強できたと思います。

太平洋協会というのは変なところで、 外務省を経由してかどうか知りませ

んが、 中立国スイスを経て、 戦争中にアメリカで出たIPRの本とか “ アメ

レシア ＂ などの雑誌が、 時々断続的に入ってくるのです。 日本でやっと出て

くる本と違いまして、 きれいですし、 紙はいいですし、 それだけで、 ありが

たさで涙が出るという感じがしましたね。 そういうのを1冊1冊一生懸命に

なって読んだ記憶がございます。

アメリカの東海岸にいた日本の留学生が、 真珠湾攻撃後の日本に帰るべき

かどうかをみんなで集まって討議して、 昭和17年 (1942) に留学生が交換船

で掃ってきたわけです。 鶴見さんは早速目をつけて、 その人たちを集めて、

太平洋協会にアメリカ分室をつくったわけです。 これは、 内幸町の本部があ

るところではなくて、 丸の内の三菱の赤レンガが当時あったところの一 角を

2 部屋ほど借りました。

室長は坂西志保さんです。 大正12~13年ごろに女高師を出てからアメリカ

へ渡りまして、 ライブラリ ー ・オブ・コングレスの東洋部長をずっとやって

いた人です。 大変男まさりというよりは、 女丈夫といいたい、 気風のいい人

です。

掃ってきた当時は42~43歳でしたが、 その人を室長にしまして、 その当時

はみんな無名でしたが、 後のことを考えたら大変な顔ぶれなんですね。 鶴見

和子・俊輔の姉弟が当然いるわけです。 ただ、 俊輔さんの方は病身で、 結核

をやっていて、 全く出てこなかったです。 和子さんと、 都留さんは帰ってき

てすぐに外務省の調査官になります力そハ本職ではありませんが、 時々顔を

出す。 武田清子さん、 松岡洋子さん、 都立に行った阿部行蔵さんは、 アメリ

カの宗教です。 それから立教大学で、後に立教大にアメリカ研究所をつくる

ときにお金を出した細入藤太郎氏、 エ トセトラ。 帰国組でない人では清水幾

太郎・福田恒存氏など。

みんなアメリカから帰ってきた人で、 その人たちの話を聞くために研究会

を開いて、 私はそこの研究会へ出てもいいという許可を得て、 毎週そこに
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行っていました。 ただ、 裸で婦ってきた人たちですから、 蔵書 1 つあるわけ

じゃないわけです。 研究室があるだけで、 ほとんどそこの人たちも、 本部の

ある方のライブラリ ー に本を借りに来るという状態で、 事務室があるだけ

だった。

しかし、 そこのアメリカ研究会は余り教えられるところはなかったですね。

和子さんがトックウ
‘ヽ

ィルを研究して報告をするとか。 武田清子さんは結婚さ

れて子供ができたので、 1、 2年でじきにやめられた。 数年前に電話で話し

たときは、「あのとき、私はすぐやめちゃって残念だった」といっておられま

した。 松岡洋子さんは当時から大変活発でした。

そんなことがございまして、 アメリカ研究とのかかわりもそこででき、 都

留さんとも顔なじみになるという経過があって、 戦後、 私は占領政策が大体

1946年ごろから急激に変わったなと、 トル ー マ ｀ノ ・ ドクトリンよりもずっと

早くはっきりわかったです。 別に 2 · 1 ストとかそういう労働問題じゃなく

て、 日々感じられた。

それから、 これは私は全く関係ないのですが、 戦前、 日米学生会議という

ものがあった。 2度ぐらいしかやらないはずです。 1回はスタンフォ ー ドで

やって、 日本でも1回やった。 数年前、 法政大学で占領の研究会をやったと

きに来日した ニ リナ ・ ハ ー トレ ー は、 日米学生会議で戦前日本に 1 遍来て

いるのです。

彼女は財閥解体の責任者として、 日本の財閥研究をやるというので戦後す

ぐにいきなり赴任してきたのです。 当時28~29歳でした。 私より 2 つ 3 つ上

の友人が、 日米学生会議でスタンフォ ー ドに行ったときに エリナ ー ・ ハ ー ド

レ ー と知り合いになったらしいのですが、 その友達が、 ニ リナ ー ・ ハ ー ド

レ ー が日本に来ていて、 第一相互ビルで財閥研究をやっているから、 それを

手伝ってやってくれと私にいわれた。

そのため、 ほかのある友人と 3 人ぐらいで、 エリナ ー ・ ハードレ ーと接触

した。 彼女は池田成彬とか藤原銀次郎といった財閥の大物を呼びつけてヒャ

リングをやっているんですよ。もう嫌になっちゃった。（笑）アメリカ式研究
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方法でもあるし、 占領者の特権ですね。 彼女は辛うじて日本語は読むのです

が、 しゃ べる こ とはできないです。 私たちはもちろん占領政策には全く関係

ないし、 知りもしなかったのですが、 何を読むべきか、 あち こ ちの本で日本

語を読むお手伝いをしたりしました。

と こ ろが、 彼女は翌年の1946年 6 月には、 マッ カ ー サ ー と意見が違うと

いって掃ってしまったのです。 ですから、 正味 1 年はいません。 マッ カ ー

サーという人のバ ー ソナリティ ーもかなりあったかと思いますが、 ニ ュ ー

ディ ー ルの気風というのは最初の数力月だけだったということは、 気配で当

時わかりました。

もう 1 人、 都留重人氏が当時の顔なじみでした。 こ れはのちに1957年に上

院での都留証言でコミュ ニ ストとして名前が出てきますが、 本当のコミュ ニ

ストかどうかは私は知りませんけれども、 ロー ゼンフェルトという人が経済

科学局のある課長をしていまして、 こ れもやっぽり日本の財閥研究をやりた

いという同じテーマで、 都留さんに、 どんな本を読むべきかとか、 この人の

勉強の手伝いをしてやってくれといわれた。

ただし、 ロー ゼンフェルトは日本語ができないんですよ。 おまけに英語の

わかりにくい人で、 何かぼそぼそ口の中でいっていて、 最初にペイの交渉を

したのですが、 自分のポケットマネ ーから払うか、 それとも、 3カ月なら3

カ月の契約で、 こ この職員として登録した方がいいかという。 どちらがいい

かといわれても、 こ ちらはよくわからぬ。 そうしたら、「いや、 名義上ここの

職員になった方がコンビニエントである」というのです。 彼にとってはコン

ビニニントですけれども、（笑）それで、 3カ月ぐらいその人のお金をもらっ

た記憶があります。

その後、 全く音沙汰がなかったのですが、 都留証言で都留さんは、 やはり

その人と占領下で連絡があったということを追及されていますね。 同じ経済

科学局にいるのですから、 関係があったのは当然なのですが、 マッ カーシ ー

イズムにおけるguilty by associationとはそういうものでした。

話が前後しますが、 私が初めに太平洋協会の資料室に入れられましたとき
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に、 資料室にも3つ、 4つ机が置いてありまして、 私に与えられた机の隣に

40過ぎの人がいましたので、 私は若造なもので、 これから付き合っていくの

で名刺を出さなくてはと思って名刺を出したのです。 そうしたら、 その人も

名剌をくれて、 風早八十二と書いてあるのです。 風早さんてこの人かと思っ

てびっくり仰天したのです。

私は左翼の本も既に読んではいたのですが、 それ以外のものもたくさん読

んでいましたから、 講座派の本は読んでいましたし、 風早さんの『日本社会

政策史』も読んでいましたけれども、 その著者が隣に座っているとは知らな

かった。 恐らく平野さんが生活のために半端仕事を渡していたんだと思いま

すね。

それから、 のちに日本資本主義の戦後をやっていた守屋典郎氏が、 また古

代史の伊豆公夫氏が、 いろいろ半端仕事を時々もらいに来たりしていました。

しかし、 そういう左翼ばかりではなくて、 非常にリペラルな人たち、 具体的

にいうと、 例えば神近市子さんとか、 文化人類学系の人たちとか大変広範囲

の人が、 戦争中お金に困って、 平野さんのところに原稿の仕事をもらいに来

ていました。

そういうところにおりますと、 研究会というより、 外部の人を呼んで毎月

いろいろ話を聞くわけですが、 例えば後に吉田内閣で外務次官、 外務大臣に

なる岡崎勝男氏が外務省の勅任調査官で、 当時のヨ ー ロッ パ戦局などを話し

てくれる。 新聞に書いてないような、 ソ連がずっと勝っていてナチスが負け

ているとか、 太平洋戦局とか、 中国の戦局、 八路軍や新四軍のことも実に的

確にわかるのです。 戦後の岡崎氏とは大分ちがっていました。

その研究会をやるときには、 昭和19年 (1944) からだと思いますが、 一橋

にいた上田辰之助氏が協力して、 平野さんと2人で、 その当時は太平洋協会

がありますので、 正式には戦後になって東亜学術協会となるのですが、 その

前身の日華学芸懇話会と称するものを太平洋協会の内部につくるわけです。

明らかに敗戦後にそなえた研究団体だったわけです。

それは物すごい顔ぶれで、 当時節電でエレペー タ ー が5階まで来ませんの
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で、 お年寄りが杖を突いて5階まで階段を上がってくるのですが、 柳田国男

先生も来る。 末弘厳太郎氏、 今中次麿、 賀川豊彦、 羽仁説子等々のお歴々。
呼んでくる人は、 三木清とかいろいろな人を次々に呼んできまして、 月に3

回か4回ぐらい開いていた。 上田辰之助氏は自分もスポンサ ー ですから必ず

来ていました。

ちょっと信じがたかったのですが、 当時どうして鶴見さんが都合したのか、

お昼に弁当が出るのです。 ジャガイモの入ったご飯ではあるけれども、 お米

の弁当でした。それもあって集まったのかもしれませんが、（笑）非常に出席

率がよくて、 当時でいえば社会的にかなり名の知られた方々が40--....,50人が毎

週集まった。

そこは1年ぐらい前から、 日本の敗戦は避けがたいという議論が平気で行
われているような場所でした。 戦争中に連合国のいろいろな宣言が出ていま

すね。 テヘ ラン会談とかカイロ会談がそういうとろで全部詳しくわかって、
僕らも知ることができましたし、ウィルキ ー の「ワン ・ ワ ールド」、ヘンリー
・ウォ ー レスの 「ザ ・ センチュリ・オヴ・ザ・コモン ・ マン」の訳も内部資

料として出す。 後にポツダム宣言も直ちにそういうことでわかったわけです。
平野先生自身は、 8月9日のソ連の参戦まで敗戦は口にしませんでした。

そういうことが .,_‘‘-ざいまして、 太平洋協会の時代は、 資料はある、 自由な

時間はある、 給料は非常にいい。 もっとも給料はあっても、 買うものはない
わけで、 辛うじて古本屋に行って本を探してくるぐらいですが、 普通の大学..

の研究室にいるよりも自由で、 本当に思う存分勉強ができた時代だったと思

います。 ですから、 敗戦はショックでも何でもなく、 予期していた待望の事
実の到来で、 ほんとうにうれしかったです。

敗戦になりまして、 鶴見さんは太政翼賛会にも入っていましたし、 戦争に

協力したということで、 みずから太平洋協会を解散することを、 9月2日に

全員を集めて申しわたしました。 太平洋協会の若干残された資産は、 山田さ

んと平野さんに分割する。 平野さんの方は日華学芸懇話会の後身である東亜
学術協会、 山田さんの方は太平洋文化協会をつくって、 両方とも実体はない
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のですが、 それぞれに別れた。 私は戦後展った事務員の女の子と2人だけ、

平野さんのところに残されました。

平野さんの周辺も敗戦後は急に忙しくなりまして、 大陸から帰ってくる人、

戦地から帰ってくる人、 刑務所から出てくる人、 いろいろな人がずっと押し

かけてきたり、 占領軍の人が次々と訪ねてくる。 何かに書きましたが、 オ ー

エン ・ ラチモアとか E ・ ハ ー バ ー ト ・ ノ ー マンが1945年 10月に訪ねてきたの

もそこなんです。 突然平野さんを訪ねてきた。 両方とも平野さんとは旧知の

間ですから。

ノ ー マンと知り合ったのもそのときでした。 当時は日本人の側からは何を

やっているのか聞くことはできませんでしたが、 情報将校で、 戦争犯罪を調

べていたのですね。 太平洋協会には雑誌のバックナソバーや、 非公開の官庁

や東亜研究所・満鉄などの資料が全部あるわけです。 そういうものをチェ ッ

クすればいろいろわかるわけです。 戦争犯罪の調査と、 民主化のための政治

犯の釈放もやった人ですから、 毎日のように来ていました。

僕はそのお相手をしていたので、 ノ ー マンとは非常に親しくつき合うこと

ができて、 時々は缶詰とかコ ー ヒ ー などのお土産をいろいろ持ってきてくれ

るようなことがありまして、 非常に懇意にしてもらえたのです。

ところが、 実をいうと、 戦後左派系の研究機関になるいろいろなものは、

旧太平洋協会の大きな広間が母体になるのです。 具体的にいいますと、 民主

主義科学者協会、 財団法人世界経済研究所、 社団法人中国研究所、 国民経済

研究協会、 ニ トセトラ。 活動を始めてからは、 明治大学の隣にあった旧東亜

研究所のビルに全部移りますが、 内幸町にあった旧太平洋協会の社屋の中で

それができたのです。 ですから、 またそこに集まった人たちのお世話をする

ことで、 いろいろな人と知り合うことができたということで。

ところが、 1946年のいつごろだったか記憶はありませんが、 山田文雄さん

と平野さんがやっていた2つの団体は、 旧太平洋協会の会計係が共通でその

まま残っていたのですけれども、 ある日、 山田さんにお金をほとんど使われ

てしまったことがわかったわけです。 平野さんに「もうお金がないんです」
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といわれて、 突然クビにされた。

それからは生活は実に大変でした。 一時出版社のアドバイザ ー をしてみた

り、 1947年のノ ー マンの『兵士と農民』の翻訳を出したり、 いろいろなこと

をやった。 そして1951年にさっき申し上げました世界経済研究所へ入ったわ

けです。 しかし、 それ以前、 占領下の初期で、 今度『ハリウッドとマッカ ー

、ンズム』という本のあとがきにおおよそ書いたことですが、 ほとんど毎日日

比谷のアメリカ文化センタ ー に日参していました。 定期刊行物から新刊書か

ら、 かなりいろいろなものがそろっていまして、 本当にそこにしかなかった

のです。 半年ほど前、 NHKの「日本の電子立国」という番組をみましたら、

電子とかトランジスタ ー の研究をやった人びとも、 戦後すぐに、 やはりこの

アメリカ文化センタ ー にかよって、 懸命にアメリカの新しい文献のノ ー トを

とっているのです。 自然科学系の人びとも、 あそこが唯一の窓口として利用

していたのですね。

4. 世界経済研究所よりアメリカ研究所へ

アメリカ文化センタ ー に日参しているうちに、 世界経済研究所に入るので

すが、 それと前後して、 ノ ー マンとの関係で、『オ ー ディル ・ バイ ・ スライ

ダ ー』 (1951年『アメリカの審判』）という本をみすず書房から出版しまして、

それにくわしい解説をつけて、 それが一応評判になり、 それを契機にして、

何か一応アメリカの専門家になれたということだったと思います。

それからは、 アメリカについてあちこちに書く機会がふえてきました。 し

かし、 世界経済研究所は、 しまっきりいいまして給料をくれない。 財団法人だ

から基金がなければいけないのですが、 基金はとうの昔になくなって、 戦後

インフレですから、 あってもわずかのものですが、 みんなで群れをなして仕

事をしてお金をつくるということだった。

当時私も結核をやっていましたし、 そういう人が割に多かったので、 健康

保険と厚生年金だけは払ってもらった。 そのおかげで、 今でも年金がわずか

出ている。 当時給料を20年ぐらいもらっていたことになっていましたから。
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そこに11,,.,___,12年ぐらいいて、 いろいろな仕事をやりました。 あちこちに書

いたりしまして、 所長は平野さんではあったのですが、 実質は小椋広勝さん

でした。

小椋さんは、 戦争前に同盟通信社にいた人で、 香港特派員をずっとしてい

まして、 戦争が始まって直後ぐらいに、 岩波新書の赤版で『香港』を出して

いる方です。 相当緻密に仕事をする方で、 マ ルクス主義者ですが、 戦後はた

しか青木文庫から『ウォ ール街』という本を出しています。 この方はお子さ

んが多くて、 のちに立命館大学に就職された。

あともう1人、 岡倉古志郎さんがいたのですが、 この人は、 世界経済とか

国際関係をやる人ではなくて、 ご存じのとおりアジア ・ アフリカ関係をやる

人だったのです。 結局1960-61年に残った人びとはアジア ・ アフリカ研究所

に改組することになって、 任意団体としてつくった。 それで私は、 アジア ・

アフリカ研究所に改組したのを機にやめるわけです。

それと前後して、 南博さんがアメリカで親しくなった芳賀武さんという人

が、 日本へ帰ってきて、 アメリカ研究所をつくりました。

アメリカに留学して東海岸にいた日本人留学生が、 真珠湾の後で日本に帰

るべきかどうかをみんな集まって討議したとぎに、 東条支配下の日本に帰っ

ても仕方がないといって、 結局南さんだけが帰らなかったのです。 だから、

彼は非常に豊かな家庭の人ですが、 戦争中、 送金を断たれて、 アルバイトを

し、 芳賀さんという方に世話をしてもらったという経過があったらしくて、

それで親しくなったらしいのです。

芳賀さんは大正6年(1917年）からハワイ移民としてアメリカに行って、

さんざんいろいろなことをやって、 たしかアメリカ共産党に入ったと思いま

す。 東海岸にいて、 戦争が始まる前は、 横浜正金銀行の現地採用でニュ ー

ョ ーク支店にいたはずです。 戦争が始まってからはOSSに協力して、 OS

Sの仕事をずっとやっていたわけです。

彼は大変精力的な人ではありましたが、 研究者というタイプではない。 文

字どおり活動家です。 その方が、 マ ッカ ー、ンズムその他の影響で、 アメリカ
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にもいづらくなって、 1955年に日本に帰ってきた。

帰ってぎてからは、 たしか日本社会党の党員になったはずです。 日中国交

回復運動を随分熱心にやっておられた方で、 戦争中にOSSと中国の問題を

やっていたという関係があるのだと思います。

彼は最後にはニュ ー ヨ ー クでロ ー ゼンバ ー グ処刑の抗議運動、 処刑された

日の大デモにも参加している人ですから、 日本に帰ってきてみたら、 アメリ

カの民衆のことが当時まるでわかっていないということをいわれました。

南博さんから1962年に話がありまして、 芳賀さんという方がアメリカ研究

所を株式会社組織でつくりたいけれども、 実際には、 あの人は活動家で、 い

ろいろ調査・研究をすることはできないからその手伝いをしてやってくれと

いうのです。 はっきりいって、 私はまたどこかヘコミットして義務を負うの

はかなわぬと思ったので、 それじゃ、 仕事をして原稿を書いて、 原稿料ベ ー

スでという契約ならばやりましょうという条件で、 1、 2人の友人を誘って

そういうことを始めたわけです。

ただ、 1960年代の前半というと、 まだそうそう簡単にアメリカの定期刊行

物とか、 議会議事録とかを読めるものではないのに、 芳賀さんはアメリカに

いろいろコネがあるものですから、 電話をかけたりして、 航空便で次々にど

んどん取ってくれるわけです。 それは非常にありがたかったですね。

そんなことを4~ 5年やっているうちに、 芳賀さんが病気になって、あと

を引き受けてくれといわれた。 そのときには基金もなくなっていたわけです

が、 会員制度などで何とか維持して、 1972年ごろまでどうやら名前は残した

ということだろうと思います。

定職がないですから、 それ以後はいろいろなことをやってきたとしか申し

上げられないわけですが、 クロノロジカルに一応お話ししてきました。

5. 原水爆禁止運動

あと、 ノ ー マンとのかかわりの中でいいますと、 大塚久雄さんとか、 戦後

若手で急に出てきた日本の歴史学の人たち、『中世的世界の形成』の石母田
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さんとか、藤間生大さん、そういう人がみんなノ ー マンに会いたがるのです。

そういう方々と親しくなった中で、ノ ー マンとの面会をセットしてくれとい

われた。

なぜこんなことをお話しするかといいますと、1952年のある日、神保町か

ら水道橋のところを歩いておりますと、松島栄一さんに呼びとめられまして、

喫茶店に連れ込まれました。 当時、朝鮮戦争が始まっていまして、戦争反対

の日本文化人会議をつくったというのです。 今なら文化人なんという名前は

つけないだろうと思います。 これは朝鮮戦争に反対する会で、国際的な連絡

をやるし、いろいろな人の交流をやっているので、それにぜひ参加しろとい

われまして、参加したわけです。

戦後すぐに南さんにまた会いましたけれども、南さんともそこで親しくな

る。 いろいろなジャンルの方、草野信男氏ともそこで知り合ったわけです。

しかし、1950年代の前半はまだ大変な時代で、草野さんが例えば1953年に

ドイツからウィ ー ンの視察から婦ってくると、みんなで話を聞くという状態

です。 海外へ行った人の話は大変珍しかった。

そういうことがありまして、上原専禄先生が初代会長、 2年でかわって次

が阿部知二さん。 それからなかなか引き受ける人がなくて、清水幾太郎さん

が60年安保ごろまでやっていたんだろうと思います。

そこでいろいろの交流がありましたが、私は、平和運動の原水爆禁止運動

には、初めに原水爆禁止協議会が組織されたビキニ水爆の翌年の1955年は参

加していませんで、1956年からです。 1956年に参加したときに、いきなり専

門委員にされまして、かなり深くコミットせざるを得ない羽目になったわけ

です。

そこで、毎年世界大会と称するものをやるわけですが、日本における同時

通訳はあそこから出てくるのです。 初めのころはイヤホンで聞いていますと、

殊にイントゥ ー ・イングリッシュの方ですが、50年代の日本の同時通訳とい

うのは、「ウィ ー 、ウィ ー 」なんといっていて出てこないんですよ。（笑）今

名だたる人たちは、みんなあそこで修行しているのです。 本当の国際会議を
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やったわけですが、 アフリカ、 ヨ ー ロ ッパ、 アメリカから全部呼んでくると

いうのはあの運動以外にはほとんどなかったのですね。 アフリカの人に会う

とかいうので、 人も来るし、 お金も最初は大変集まった。

そこで私が感じたのは、 40年代の後半の中国革命は大変なものだ。 殊に戦

争中から、 東亜研究所や満鉄の 内部資料でほとんど読んでいたし、『遊撃戦

を論ず』とか、『整風文献』とか、 ああいうものも読んでいましたから、 大変

なものだなと思っていましたが、 はっきりいって、 原水爆禁止の運動に 参加

する中で、 中国はおかしいと思った。 後に 文化大革命になったときも、 日本

のインテ リもかなり共感した人が多いと思うのですが、 私はこれには組みす

ることができなかった。 それは50年代から平和運動のなかで中国代表を見て

いたからだと思しヽます。

例えば、 フ レンド・ サー ビス ・ コミッティ ーの代表ができて、 ペトナム 反

戦でも大活躍するクウェ ーカーの フリッチマンという牧師さんが、 アメリカ

代表でやってくるわけです。 演壇に上がって、「私は今ここへ来て演説する

ことよりも、 アメリカの戦争努力を何としても阻止する方がずっと大事だ」

といった声涙あふれる演説をやってくれるわけです。

そうすると、 ア メリカのああいう人たちは、 本当にマッカー 、ンズムさなか

に日本に来ること自体が困難なのだということが私たちにはわかるわけです。

だから、 万雷の拍手なんですが、 中国の代表は一番多くて、 毎年50人は来て

いるのですけれども、 一切沈黙なんです。 拍手もしないし、 手も挙げないし、

声も上げないです。

ちょうど日本の侵略政策の時代に、 いい日本人と悪い日本人を区別しちゃ

いけない。 すべての日本人を憎めという中国共産党の政策がそのまま踏襲さ

れていて、 いい アメリ カ 人と悪いアメリ カ 人はいないという考え方がやはり

貫かれていたのと、 ちょ うど大躍進の時代でもあったということだと思いま

す。 これは異様な光景でした。

それから、 しゃべることも、 後に原水爆禁止運動という 唯一の平和の統一

団体が分裂することに なる大きな原因は、 本当はあれはいかなる国の核実験
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にも反対するというようなものでは決してなくて、根底にあった違い、本当

の原因は、 アメリカ帝国主義との戦いを想定しないような平和運動は平和運

動ではないという中国代表の意見に、日本の内部で感染する人たちが非常に

多かったということです。

私はそれが納得できないんですね。 それで、工業大学にいた畑幸雄氏とか

ああいう人たちと、もう途中で帰ろうといって、それから2 ~ 3年は出な

かったのです。 そのうちに分裂したという経過がございました。

6. ベ トナム反戦活動

それから、ペトナムについていえば、私は世界経済研究所にいた時代から、

第 1 次インドシナ戦争 (1946-54) のころから、多少はフォロ ー していまし

て、関しも持っていた程度であって、世界政治とか民族解放運動に関心を寄

せるという程度において関心を持っていたのです。 インドシナ休戦のジュ

ネ ー ヴ会議にも関心を持っていましたが、特にベトナムということではな

かったのです。

しかし、いよいよ1965年 2 月から北ペトナムの爆撃、北爆が始まりました。

そこで大きな運動が始まって、そのときに明治大学で大きなシンポジウムが

あったのですが、そのときがペトナムについて何かコミットした最初でした。

それから翌年、 ペトナムにおける戦争犯罪調査日本委員会が組織されまし

て、これはバ ー トランド・ラッセルの呼びかけにこたえての各国にできた対

応組織ですが、これも初めは非常に広範な人々が結集しました。

そこで、1966年末にラッセルの方のヨ ー ロッパ における国際調査団と呼応

して、日本からも調査団を出さなければいけないことになりまして、急逮、

1966年12月にペトナムに調査団を出すことになったのです。 しかし、当時は

国交のない国には行けないのですね。 それから出国するのも、 1回だけのパ

スポ ー トですから、出国できないのです。

パリにあるセンタ ー からパリヘ来いという電報を打ってもらって、香港ま

で行って、香港で中国入国ビザを得て、広州まで行って、文化大革命の真っ
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最中ですが、 広州でベトナム領事館へ行って、 そこでビザを得たという形で

す。 広州、 南寧、 ハノイという経路で往復とも1週間ずつかかる。 北爆のさ

なかですから、 難行苦行でした。 ついでに一言すれば、 次に旅券申請したと

きに、 外務省旅券課で、 あなたは旅券法違反（申請時の目的国以外の国に

行った）をおかしていますね、 と言われました。

それを契機に、 ペトナムの戦争に極端にコミットするような形になりまし

た。 詳しく話をすれば長くなりますが、 1969年には単身で1回行きましたし、

ニクソンの機雷封鎖とB52のじゅうたん爆撃が始まった1972年の 5 月、 6 月

には、 別の友人と2人連れで、 もう1回ベトナムに行くということがあった

のです。

実をいいますと、 今まで私は、 生活することが割に大変なのと、 食うには

それほどは困らなかったにしても、 収入が不定期的なんです。 だから、 年間

に青色申告をするときに月別に収入を割ってみると、 月収はそれほど悪くな

いんです。 ところが、 入ってくるときは入ってくるけれども、 入ってこない

ときは入ってこないという状態ですから、 非常に所得が不規則である。

だから、 海外に行くだけぐらいが入って、 どうやらお金はつくれるんです

が、 収入が1カ月あくと、 皆さんはよくご存じのように、 印税原稿料はずっ

とおくれてしか入ってこないですから、 そうすると、 何力月後に収入に穴が

あくのです。 ですから、 海外にはそう出られない。 海外へ出る余力があると

きとか、 割にそういうお話があるときにも辞退するということで、 ほとんど

出なかったです。

1966年にペトナムに行ったのが初めての外遊です。 それからまた急に出る

ようになって、 癖のようにめちゃくちゃ出始めましたけれども、 海外へ行く

こともなかなか大変なことでした。

これは皆さん、 私のそばで見ていてもよくご存じですが、 突然ヨ ー ロ ッ パ

へ行く。 これはベトナムに行くのに時間がかかるし、 パ リならば、 アメリカ

の問題についてベトナムの人たちと非常にいろいろ協議し合えるし、 話し合

えるし、 はっきりいってこちらも勉強になるのです。
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ガブリニル ・ コルコがベトナム戦争の歴史を書いていますが、 ハ ノイ側が

持っているペトナムの資料を使っているわけです。 アメリカの敗戦後に捕獲

した資料ですね。

ベトナムに最初に行ったときから、 非常に強烈な印象を受けました。 1966

年の暮れから1967年の 1 月 21日までいましたので、 ジョンソン大統領の年頭

教書が出たとき、 すぐに向こうの参謀部の人が、 そのテキストをラジオで聞

き取ってタイプで打ってありまして、 雑音が入るのでところどころあいてい

るんですよ。 それを読んで感想をいってくれというのです。

それから、 ハ ノイの社会科学院で話をしたときも、 僕は政治の話がいいと

思って、 政治の話をしたのですが、 出てくる質問は、 アメリカの景気循環と

か主として経済の質問だった。

また、 アメリカ人は当時 ハノイにたくさん招待されていたですね。 左翼だ

けではなくて、 スー ザン ・ ソンタグ、 チョムスキー、 トム ・ ヘイドン、 メア

リ ・ マカーシーなどいろいろな人が見えていました。

ペトナムの担当者が僕に、 メアリ ・ マカーシーはどうだろうというんです。

僕は、 あれはウ‘、 アッサー ・ カレッジ的だなということをちょっといったんで

す。 だから、 いいんだといわれて、 びっくりしたのです。 アメリカのいわゆ

るインテリのミドルクラスのところに影響力のある人に来てもらいたいんだ

ということで、 メアリ ・ マカーシーも行っているわけですね。

僕が初めてベトナムに行ったときに、 空襲警報が嗚ったので、 ハ ノイの防

空壕に入ったら、 WSP（ウィメンズ・ストライク ・ フォ ー ・ ピース）の人

たちが 3~4 人来ていました。 大変ノイジ ーな人たちで、 防空壕の中でベ

ちゃくちゃしゃべっていたのですが、 1 人黙っている人がいるから、 だれだ

ろうなと思ったら、 バーバラ ・ ミングが来ていたのです。 彼女はデー ブ ・ デ

リンジャ ーと「リペレーション」誌をやっていた人で、 大変な女傑ですね。

1972年にヴェルサイユで、 インドシナ諸国民のための国際会議が開かれま

して、 それにも日本から大勢行ったのですが、 僕はほとんど会議には出ない

で、 裏方の根回しをやっていたのです。
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これはエビソ ー ドですが、 コ ル コ 夫妻がある日パリで、 その会期中に、 午

後 8 時にあるレストランヘ来てくれというので行きましたら、 何とジェ ー ン

・ フォンダが前に座っているんです。 私はその年の 5 、 6 月にペトナムに 3

度目に行くことになっていました。 私はその当時すでに2度 ペトナムに行っ

ていて、 空襲の状況など分かっていたのですが、 ジェ ー ン ・ フォンダは行き

たいと思っているがまだ行っていないので、 ペトナムのことを話してやって

くれというのです。

ところが、 僕の英語ではとうていフォロウしていけないという問題以上に、

ジェ ー ン ・ フォンダという人は大変よくしゃべる人で、 こっちが口を挟めな

いぐらい、 とうとうしゃべりまくるんです。（笑）パリに来たアメリカ逃亡兵

がいかにひどいことを見てきたかを、 ダー ッとしゃべるんですよ。

帰るときになって、 コ ル コ 夫妻だってもちろん旅先ですし、 僕も旅先です

から、 車なんか持っているはずがないのに、 彼女は「車を持っている人がい

たら送ってくれ」というんです。「ない」といったら、 それじゃ、 地下鉄で帰

ろうといって、 僕と一緒に地下鉄で帰ってきたのですが、 ジー ンズをはいて、

化粧っ気のない普通の格好をしていたので、 だれ1人気がつかなかった。

これには後日談がありまして、 空襲のひどい機雷封鎖のさなかに、 数力月

後にペトナムに入って、 ペトナム側はもう危険だから、 外国のお客さんは

帰ってくれといわれて、 今度ばかりは 2 週間で帰るというときに、 ハ ノイの

飛行場で飛行機を待っていたら、 僕の待っている飛行機からジェ ー ン ・ フォ

ンダがおりてきて、 これから初めての訪問で、 視察するところだというわけ

で、 その飛行場でまたかち合いました。

あとは落ち穂拾いですが、 1 つ、 2 つ、 ついでに申し上げますと、 1961年、

安保闘争の翌年に、 原水爆大会がありまして、 これは分裂直前ですが、 ハー

バ ー ト ・ アプテイカー 氏が来たのです。 ある集会で講演しまして、 話はどう

ということはなかったですが、 ケネディ政権の性格づけをやってくれたのが、

今でも強烈な印象として残っています。

彼はマルクス主義者で、 アメリカ共産党系の理論家として聞こえている人
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ではあります。 書いたものをごらんになったことがあると思いますが、 アメ

リカという政治的コンテクストをよく心得た上でやる人ですから、 ウォル

ター ・ リップマンの分析なんかもなかなかし、し、0

日本のスタンダ ー ドでし、えば、 ケネディ政権などとし、うのはどうにもなら

ない右派の政権に見えるだろうが、 戦後のアメリカの歴史の中ではペストの

政権であるという性格づけをして、 アメリカの政権としては、 あれはリペラ

ルないい政権なんだ。 したがって、 我々はケネディ政権を支持する人びとを

支持しなければならないといいました。

そのことと、 もう 1 つは、 60年安保闘争のさなかにアイゼンハワ ー大統領

がフィリピンまで来ていて、 岸首相から招ばれながら、 ついに来られなかっ

たことがありましたね。 そのことが割に日本人の間では関心があったので、

アメリカにおける大統領の訪日中止のインパクトはどうであったかという質

問をアプテイカ ーにだれかが出したのです。 彼は考えて、 一言「コン ‘ンデラ

ブル」といったんですね。 アメリカにとっては余り大したことではなかった

んでしょう。

1962年にはSDSのス ーザ｀ノ ・ ミラー という女の子が来たのです。 当時か

ら日本の時計はよかったんでしょう。 銀座で時計を買いたいというので、 和

光に連れていったのです。 銀座で、 何かちょっとした店でビ
｀

フテキをごちそ

うしてあげたら、 アメリカではハンバーグだけで、 こんなビフテキは食べた

ことがないといってえらく感動していました。

彼女にいろいろ話を聞いたら、 サンフランシスコであった例の1960年の非

米活動委員会の出張聴聞会の抗議運動は、 大変な騒乱状態になったのですが、

あれに参加して、 非米活動委員会を追っ払ったときに、 これでマッカ ー、ンズ

ムに勝ったと初めて思ったといっていました。 僕らもそうかなと思いました。

実はそのときには、 あの騒動になった出張聴聞会があったことを僕は知ら

なかったのです。 後で油井さんから当時の録音もいただきましたけれども、

そのとき初めて詳しく聞きまして、 ああ、 なるほどとわかりました。

そういうことがいろいろございまして、 平和運動とかペトナム戦争とかの
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かかわりに参加することも、 いろいろと自分のやりたいこととのかかわりで、

研究にも意外に役立ったと思います。 割にプラグマティ ックに、 こちらも勝

手に利用するということがあったと思います。

大分時間が超過しまして申しわけございません。

新川 どうもありがとうござし、ました。

一応クロノロジカルな形でお話しいただきましたが、 これからは、 聞き手

の方にそれぞれの問題関心に即して質問していただき、 それに答えていただ

くという形で、 内容をより豊かなもの、 掘り下げたものにしていぎたいと

思っております。

7. 太平洋協会の人々

油井 お話を伺ってちょっと意外に思ったのは、 戦争中大変自由に研究を

されていたというお話で、 太平洋協会そのものはかなり国策に協力するよう

な機関だったのじゃないかという気がするのですが、 どういうところから資

金が出ていたのですか。

陸井 満鉄、 南洋興発、 東洋拓殖、 拓殖銀行とか、 そういう植民地経営会

社が当時は存在していたわけですね。 創立当時はそういうところから出てい

た。 ただ、 我々には全くわからなかったけれども、 殊に真珠湾以後は、 臨時

軍事費で使い捨てですから、 恐らく軍からもかなり出ていたと思います。

僕は下っぱだったから全然関係はなかったのですが、 例えば今のインドネ

シアなんかの物すごく詳しい地図があって、 あの辺で戦争をやっていたとき、

いい飛行場侯補地はないかと聞かれて、 地図を一 生懸命探して、 平らそうな

ところがある、 ここがよさそうだといってやったら、 後で非常に役に立った

という返事があったといううわさを聞ぎました。

油井 委託研究というか、 政策立案に関係するような研究という性格もか

なりあったのでしょうね。

陸井 あったんでしょうね。 ただ、 これはいろいろな方の傷にもなると思

いますから、 記録に残るかどうか知りませんが、 風早さんなんかは、 旧満州
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バオトウ

と北支那（当時の華北）における労務政策、 具体的にいうと、 あそこは粗頭

制度という中国古来の組頭の制度があって、 それを使うと労働力を集めやす

いとか、 そういう研究をやっていたということは本人から聞きました。

油井 アメリカ研究分室の場合はトックウ
‘
ヽ

ィルを読んでいたというお話で、

余り戦争には役立たないように思うので すけれども、 どういう性格なので

しょうか。

陸井 鶴見さんは親米派で、 内心は対アメリカ講和派だったんです。 だか

ら、 昭和19年 (1944) の 6 月に東条内閣が倒れて小磯内閣ができたときは外

務大臣になるつもりだった。 和平をやるつもりで、 アメリカ分室と本部と両

方の和文タイピストを総動員して、 自分の外交政策に関する文書をつくらせ、

送り込んで、 自分は藤原銀次郎氏の別邸にこもって組閣本部からの電話を

待っていた。 一時事務員は総動員されていましたよ。

結局大臣にはなれなくて、 その直後に協会の総会みたいなのがありまして、

全員集まって鶴見祐輔氏がしゃべった。 大臣になれなかったことは決して恥

ずかしいことじゃない、 政治家を志した以上は大臣を志すのは当たり前です

という弁解を聞いたことがある。 坂西志保氏は女傑で男まさりですから、 自

分のところで使っている和文タイビストまで動員されたので、「大臣 1 匹つ

くるのは大変だ」なんて口調でいっていました。

油井 鶴見さんは、 戦前から、 グル ー とか知日派のほかの外交官ともつな

がりがある人ですね。 和平交渉の動きに直接こういう研究会が関係したこと

はないのでしょうか。

陸井 鶴見さんは学芸懇話会には全然出てこない。 平野さんと上田辰之助

がスポンサ ー ですから、 そこはリベラルの巣窟みたいなものでした。 敗戦を

論じ、 戦後処理を論じ、 そういうことを自由にやっていました。 あれ、 よく

問題にならなかったと思います。

油井 軍からにらまれたり、 特高から追いかけ回された経験は全くないの

ですか。

陸井 1942年に企画院事件というのがありまして、 これはフレ ー ムアップ

-32-



ですけれども、 社会党に入った佐多忠隆氏、 和田博雄、 岡倉古志郎、 こ うい

う人がパクられて、 半年ぐらいぶち込まれたらしいですね。

僕は戦争中、 岡倉さんが左翼だなんて全然知らなかった。 古在さんの親友

で、 岩波文庫で『フランクリン自伝』を訳している松本慎一 さんという方が

麹町のしもた屋を借りて綜合インド研究室をやっていて、 そこに前橋正二、

鈴木正四、 岡倉古志郎、 そういう人がいたんです。

僕は、 そこの「綜合インド月報」に、 あるインドの文献のブックレビュ ー

を30枚ほど書いてくれと頼まれて、 そのとき平野先生に、 岡倉天心の孫でえ

らくオ走った男がいると紹介されて、 初めて知りました。 僕よりは7つか8

つ上じゃないかな。

アメリカのおもしろさとか、 思想とか、 清水さんから随分インスパイア ー

されましたね。

清水さんは東大の戸田貞三先生のところにいて、 副手のときに、 当時は大

河内さんの方が左派で、 大学に残れないといわれていたのが、 大河内さんは

結局残れて、 清水さんは追い出されるという経緯があったらしい。

河村先生はよくご存じだけれども、 卒業論文をちょっと加筆した『社会学

批判序説』なんていうのはすごいものですよ。『日本文化形態論』ははっきり

いってマルクス主義のものですけれども、 正式に転向はしなかったんです。

これはご本人から聞いたのですが、 羽仁五郎氏の『日本資本主義発達史講

座』を下請で大分書いたらしいんですね。 羽仁さんとは非常に親しくて、 戦

前清水さんの家に行くと、 斜めに本が立つドイツ製の特殊な書棚があって、

『フィヒテ全集』なんかあって、「これは羽仁さんからもらったんだ」って自

慢していました。

8. プラグマティズムとマルクス主義と

河村 清水さんが亡くなったときに、 「社会学評論」に清水社会学につい

て何か書いてくれと頼まれまして、 追悼論文だから褒めなければいけないと

思って、 清水さんはアメリカのプラグマティズムを初めてよく理解して日本
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に紹介した人だということを書くつもりで、 清水さんの本を読みなおしたら、

清水さんはプラグマ ティズムを全く理解していないんですね。 マ ルクスにた

いしてもそうでしたが、 ミ ー ドの社会行動主義を客観主義、 科学主義の立楊

でしか理解していない。

今から見ると、 プラグマティズムの方がマ ルクス ・ レ ー ニン主義よりはる

かにましなところがあって、 その点では、 鶴見俊輔さんあたりの方がプラグ

マ ティズムの本質をはるかによくとらえている。 ミ ー ドのもの、 とくに『19

世紀の思想動向』を読む前までは、 鶴見さんのアメリカ哲学の理解は並み大

抵のものでないと思っていたけれども、 ミ ー ドとかデュ ーイをきちっと読む

と、 鶴見さんがその人たちの理論をかなり援用されているのがよくわかる。

その点と関連して、 冷戦期、 陸井さんは左翼側からのアメリカ研究を中心

にされてきて、 一方では マルクス主義も必要でしょうが、 アメリカのプラグ

マティズムのようなものに対して先生がどう評価されているか、 ちょっとお

伺いしたいと思うのです。

陸井 難しいことはわからないですけれども、 今いわれたことにかかわっ

ていえば、 鶴見俊輔さんがアメリカ留学のことを書いた岩波新書の中で、 当

時の雰囲気を多少弁明している章がある。 アメリカのプラグマティズムは帝

国主義のイデオロギ ー だといわれれば、 そのとおりには違いないのだが、 し

かし、 非常に積極的な現実解釈の場合に、 マ ルクス主義なんかよりずっと有

用な点があるのだという趣旨のことを書いておられて、 僕はそのとき本当に

そのとおりだと思った。 僕は鶴見さんとは親しいのですけれども、 本は余り

読んだことないから、 鶴見さんをどう評価していいかはわからないのですが

ね。

戦争当時、 本が入荷でぎなくなってきて、 丸善でスペシャルプライスとい

う棚に売れ残っていた本が載っていた。 そこに『コンテンボラリ ー ・ アメリ

カン ・ フィ ロソフィ ー 』という上下2巻の本があって、 これは、 デュ ー イ、

サソタヤ ー ナ等を含めて、 当時アメリカの哲学者でトッフ゜ Vこいる人たち30人

ぐらいの論文集でしたが、 清水さんに勧められて非常に熱心に読んだ。 教文
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館にもそういうものが売れ残ってたくさんあったんです。

そういうものを随分読んでノ ー トをとって、 どこか心の隅では身について

いたのでしょうけれども、 河村先生みたいにいわれると、 僕は専門的、 系統

的にフォ ロー アップしていませんし、 記憶も定かでないので申し上げられな

いんです。

河村 僕自身は陸井先生のゼミの門下生で、 陸井先生から日本の左翼のイ

メ ー ジとは違ったものをいろいろ勉強させてもらったので、 そういうのがど

こから出てくるのか、 ちょっと聞きたし、と思しまして……。

陸井 清水さんの影響ももちろんあるでしょうけれども、 それだけじゃな
い。 私の家がそういうぐあいで、 左翼だった兄の影響はほとんど受けていな

いし、 兄の本を使ったことはないけれども、 金持ちだったから、 円本時代以

来の世界文学とか日本文学が全部家にありまして、 そういうものを中学生の

とぎから本当によく読んでいました。 日本語で出ているものでないものはな

かったですね。

上杉 どなたがそろえられたのですか。
陸井 上の方のきょうだいです。 当時のクラシックのSPレコー ドの膨大

なコレクションもあって、 中学3年ころから気違いみたいになって聞きまし

た。 だから、 僕は、 戦中派というよりは、 ある意味では戦前派なんですよ。

ちゃんとした大学を出られなかったけれども、 旧制高校的で教養主義だね。

油井 マルクスの古典もお宅にあったのですか。

陸井 それはほとんど自分でそろえた。 古本屋の書棚にほとんど並ばなく

なっていまして、裏に置いてあった。 ただ、 大変高くて、『日本資本主義発達
史講座』などは、 1931,....__,1932年に 1 円で出たのですが、 当時古本屋で 2 円ぐ

らいしました。 それから、 系統的ではないけれども、 改造社のマル・エン全

集がばらで入ってくるので、 欲しいものを探しました。
油井 清水さんの影響でアメリカ哲学を勉強した時期とほぼ平行してマル

クスなんかも読まれたわけですか。

陸井 はい。
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油井 当時、 どちらの影響を強く受けましたか。

陸井 敗戦が近くなるにつれてマルクス主義ですね。 清水さん自身、 敗戦

が近づくにしたがって、 公にはとてもいえないけれども、 私語では「マルク

スがいっているとおりになってきたな」なんていい出した。

あのころの清水さんは大したもので、 神がかって竹やりでも戦えという時

代に、 科学的、 合理的精神こそ必要だというときに、 海軍技術中将である多

田礼吉中将の科学精神を引用しながらそれを説くとか、 そういうことをいろ

いろやっていたわけですね。

9. 太平洋協会アメリカ分室

油井 アメリカ分室に留学帰りのアメリカ通の方々がいっぱいいら っ

しゃったわけですね。 そういう方々から思想的な影響を受けることは余りな

かったですか。

陸井 それはないですね。 交際はいろいろありましたけれども。

油井 それはどうしてでしょうか。

陸井 はっきりいっておもしろくなかった。（笑）

油井 研究会では例えばどういうことをされていたのですか。

陸井 例えば阿部行蔵さんの『アメリカの宗教』とか、 和子さんも、 トッ

クウ‘ヽ

ィルの『アメリカン ・ デモクラ 、ン 一』をやったんだけれども、 率直に

いって本当におもしろくなかったね。 我慢して聞いていたようなものですよ。

あとは、 戦後みんな翻訳が出ますが、 ウィルキ ー の『ワン ・ ワ ー ルド』と

か、 ヘンリ ー ・ ウォ ー レスの『ザ・ センチュリー ・ オブ・ コモン ・ マン（凡

人の世紀）』とか、 キュ ー リ ー 夫人の娘のニ ー ヴ ・ キュ ー リ ーの『戦塵の旅』

とか、 戦争中に出たものがみんな入ってきて、 それは原書か内部で翻訳した

ものを読めた。 その報告会をやるとか、 そういうことでしたから、 知識は得

るけれども……。 俊輔さんは病気でずっといなかったし、 武田さんは早くや

められたしね。

油井 アメリカ分室は、 日米戦争の生々しい戦況を追いかけることはして
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いなかったわけですね。

陸井 まるでしていません。 月給払って勝手に遊ばせていたんですよ。

はっきりいえば、 鶴見祐輔さんの趣味でしょう。

河村 先生は、 日本のアメリカ研究が戦後軌道に乗ったのはいつごろだと

お考えですか。

陸井 60年代になってからじゃないでしょうか。 殊に、 50年代にフルブラ

イトで留学して向こうで本式にやってこられた方々の仕事が出ましたからね。

戦前でも、 恐らく外務省あたりでは若干やっていたかもしれないけれども、

堀江保蔵氏が『アメリカ経済史』を書いていますが、 フロンティア理論を大

体そのまま祖述したもので、 敵としてのアメリカ研究は日本では意外に出て

いない。 早く亡くなりましたが、 戦後木村膳八郎さんと一緒にやっていた土

屋清氏が中心になって、 慶応のグル ー プが『アメリカの戦争経済能力』とい

う本を出したくらいです。

油井 高木八尺先生はアメリカ分室には全く関係なかったのですか。

陸井 ありません。

油井 高木先生の周辺では、 和平の動きに関係したようなことがいわれて

いますね。

陸井 あれは、 吉田茂の動きとか、 幾つもの動きがありましたし、 政治的

動きで割に偉い人が多かったので、 僕らみたいな若造にはわからなかったん

です。

10. 戦後の状況

新川 戦後、 1946年に、 高木八尺氏が中心になってアメリカ学会を発足さ

せる動きがあったわけですが、 先生のような立場にいらした場合、 そのよう

な動きがあるといった情報が入ってきたのでしょうか。 それとも、 余り知ら

ないままに学会はスタ ー トしたのでしょうか。

陸井 今のように大学に外からのアクセスがなかなかない時代ですし、 そ

ういうことはニュ ー スとしても伝わりにくかった。 民間にいても定年退職し
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たような大物の方は別でしょうけれども僕らにはほとんどわからなかったで

すね。 だからこそアメリカ文化センタ ー みたいなとこ ろに通うことになっ

ちゃった。 事実、 高木先生のところでも資料なんかがどの程度入ってきたの

か、 僕らは知らないんです。

油井 太平洋調査会が戦後再建されますね。 戦 前とはかなり顔触れが変

わって、 大内兵衛さん山田盛太郎さんなんかも入って、 かなり人民戦線的な

知識人が中心になってきますけれども、 そういう動きと世界経済研究所の人

たちとは関係があったのですか。

陸井 これは全く関係ない。 都留さんは、 経済安定本部（今の経済企画

庁）ができると、 そこの次長に抜擢されて行ったわけですが、 その前、 マ ッ

カ ー、ンズムが出てくる少し前ですが、 46~47年当時、 都留さんが経済科学局

に勤めているときにIPRの話があった。 IPRの戦後の再建については、

占領下初期に「ぜひ、 やろう」という動きがあって、 都留さんがその動きに

参加しようとしたら、「あなたは身を引いてもらった方がいい」といわれた

から、「私は参加していません」という弁明を上院の聴聞会で証言していま

すね。

都留さんは聴聞会で、 占領軍の経済科学局に採用した安藤次郎という男は

コミュ ニ ストではないのかと聞かれて、「安藤さんを入れたのは間違いだっ

たので、 やめてもらいました」と答えています。

油井 この当時占領軍に来ていたト ー マス ・ ビ ッソンとかノ ーマ ンなんか

もこの再建の過程にかかわっているような感じですね。

陸井 さっきお話ししたラティモアとノ ーマ ンに会ったぐらいです。 T.

A. ビ ッソンとかいろいろな人が来ていたのですが、 僕らは活動もしていま

せんから、 特に紹介されない限り、 そういう人に接触する機会はなかった。

そういう人の名前は後で随分聞きました。 文献は、 ノ ー マンを通じて、 T.

A. ビ ッソンの『Japan's War Economy』とか、 ああいうものをどんどん手

に入れましたね。

油井 たしか鶴見俊輔さんがどこかに書かれていたのですが。 戦前にアメ
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リカに留学した知米派の人たちは当然英語が達者ですから、 占領軍が来ると

協力を依頼されるけれども、 こだわりがあって、 占領軍に協力しない人たち

も随分いたということですが、 陸井先生の場合、 占領軍との関係ではどうい

うお気持ちでしたか。

陸井 ハドレ ー とは戦争直後から接触があったわけですが、 46年 6 月に追

い出されて掃っていく。 彼女を通じて見ていると非常に不安だったんです。

ハドレ ー の動向だけではないけれども、 薄々わかる。 マー ク ・ ゲインが追い

出されたとか、 いろいろうわさが入ってくるわけですね。

油井 それで、 占領軍に協力することに対しては非常に警戒的だったので

すか。

陸井 ええ。 後に神戸大学に行った弟は、 水戸の旧制高校にいたときに、

はかまに朴歯のげたを履いて毎週教練に出ていたから、 僕はある日教務主任

に呼ばれて、「あなたの弟さんはもう退学処分です」といわれた。 それで、 弟

は水戸の高等学校を途中でやめざるを得なかった。

当時、 東北大学だけは専科制度があって、 高校は出ていなくても専科に

入ってお直りができたので、 しようがないから、 清水さんの紹介状をもらっ

て、 雪の深いときに神明正道氏に会いに行って、 頼んで専科へ突っ込んでも

らって、 本科へお直りして出られたんです。

その弟が、 当時20か21 ぐらいで、 戦後焼け出されてから麻布の借家に同居

していたのですが、 占領軍の文句ばかりいっていて、 部屋に「打倒！ アメ

リカ帝国主義」なんて書いて張っているんですよ。

油井 それは軍国青年だったからですか。

陸井 全然軍国青年じゃないです。 ほかの人みたいに敗戦のショックはま

るでなくて、 占領軍は本当にいいと思っていたのに、 ふたをあけてみたらそ

うじゃなかった。

僕が占領軍を見たのは非常に早かったんです。 太平洋協会は内幸町の東洋

製缶のビルにありまして、 その真向かいがNHK の本部で、 そこへ 1945年 8

月下旬に、 横須賀に入った海軍の軍艦に乗ったジャ ー ナリストが何人か、 N
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HKの玄関で「東京ロ ー ズに会わせろ」と守衛のところへ押しかけてきた。

スク ー プだったのでしょうけれども、 守衛と押し問答しているのを窓から見

て、 これはおもしろいというのでわざわざ見に行ったことを覚えています。

1 l. アメリカ研究所について

新川 ちょっと後のことになりますが、 私はアメリカ研究所に非常に関心

がありますので、 うかがわせていただぎます。 アメリカ研究所は62年に出現

したわけですが、 芳賀武さんがそもそもどういう問題意識でこういうことを

始められたのか。 文献資料収集が中心なのか、 それとも研究出版に力点を置

くような研究所を意図されていたのか、 あるいはその双方なのか、 どうなの

でしょうか。

陸井 芳賀さんは、 55年に帰ってきてから日中国交回復運動をずっとやっ

ていましたが、 日中国交回復運動には戦前から地盤がありますから、 関西の

ビジネスマンがかかわっていたんです。 そのコネを使って、 日中国交回復運

動をやっていた実業家から当時のお金で250万円を集めた。 それで、 4 分の

l 払い込みであれば 4 倍の資本金ということで、 1,000万円の株式会社をつ

くった。

人様のお金をたくさん集めて、 まるぎり任意団体にしておくと経理がいい

かげんになる、 株式組織にすれば、 きちんと経理報告もして監査役もつくら

なきゃいかぬということで、 株式会社にしたらしいんですね。 社団法人や財

団法人は、 基金の利息だけで活動しなぎゃいけない。 だから、 当時でさえ、

5,000万円とか 1 億円集めなければとても運営はできなかったと思います。

新川 それで、 なぜアメリカ研究という分野で……。

陸井 それは全く私の自発性じゃなくて、 芳賀さんが日本に婦ってぎたら、

アメリカの民衆とか人民の動きが全然伝えられていないと彼自身が感じたの

でしょうね。 彼は戦後日本に帰ってからも社会党でしたが、 戦争中はOSS

に参加をし、 アメリカ共産党に入っていた。

数年前に90歳で亡くなったのですが、 亡くなってからも奥様が残ったもの
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を整理して、 ハ ワイの移民のとき、カリフォルニア移民をやった とき、

ニュ ー ヨ ー クヘ行ったとき、それぞれの段階の活動、生活をメモア ー ルにし

て、 6 冊ぐらい出ています。

新川 どのくらいの方が集まったのですか。

陸井 研究会を組織しても人が余り来ないし、数人でやっていたんです。

株式会社ですが、しまっきりいって僕はコミットするのは嫌だったので、重役

にもならなかった。資料を読ませてもらえればありがたいから、そこへ行っ

て資料を見るということで、書いた原稿料だけいただくという約束でやった

んです。

新川 大学に関係のある方はほとんど研究所にはいない状態で続いたので

すね。

陸井 はい。

河村 『アメリカ事情』とか、翻訳したものが定期的に刊行されたのです

か。

陸井 出して、会社とか、協賛する人びとから購読料をもらう……。

河村 大学機関でも買っていたところは多少あります。

新川 中国問題に関する上院の公聴会の翻訳なども、たしかアメリカ研究

所ですね。

陸井 あれは、66年 2 月のペトナムに関する初めての公聴会で、非常に急

ぎまして、66年のうちに出たと思います。三一書房に非常に有能な編集者が

1人だけいて、雑誌がやるべきなのにやらないから単行本にするといって、

僕ら手分けしてやったんです。

新川 出版物は多くはなかったわサですか。

陸井 ほとんどないですね。今、河村先生がいわれたように、賛助してく

れた会員の方に配るタイプ印刷のものを出していた。

内幕をいっては悪いけれども、株式会社ですから、芳賀さんと何人かの役

員をつくり、監査役もつくったのですが、その人たちが安いけれども給料を

もらって、基金をかなり食いつぶしちゃったらしいんですね。だから、芳賀
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さんが病気になって僕が引き受けるころは、 会員は残っているけれども、 基

金はほとんどない状態でした。

新川 私などはかなり遅い時期までアメリカ研究所の存在さえ知らないで

いたものですから、 申し訳ない気もしておりますが。

陸井 いえ、 ろくなこと何もしていませんから。 ただ、 私個人では得をし

たということです。

油井 発足が62 年ですから、 ちょうど世界経済研究所をやめられてこちら

に移られたわけですか。

陸井 1 年ぐらいありましたかね。

油井 1951年に世界経済研究所に入られたわけですね。 世界経済研究所自

体はもっと前からあったのですか。

陸井 さっきお話ししたように、 戦後の混乱の中で東亜研究所の建物を

乗っ取っているんですね。 世界経済研究所と中国研究所、 国民経済研究協会、

民主主義科学者協会が同じビルで活勁を始めるわけです。

12. 原子力問題への関心

油井 目録を拝見しますと、 初期に原子力の問題で『エコノミスト』なん

かにも随分論文を書かれていらっしゃると思うのですが、 その当時、 特に原

子力の問題を専門的に研究しようというお気持ちがあったのですか。

陸井 1つは時代ですね。 世界経済研究所の仕事として、 ジェ ー ムズ・ア

レンの『アトミック ・ インペリアリズム』を僕が中心になって手分けして訳

したのですが、 これはアメリカの原子力産業がどう発展してきたかというこ

とで、 戦時中のマンハッタン計画なんかも実によく分析した、 今読んでもい

いものです。

冷戦の中で、 49年にソ連の核実験があり、 予想していたとおり、 54年にソ

連の方が先に原子力発電所をつくってしまう。 あれなんか日本では大ニュ ー

スでした。 あの当時出されたソ連の発表は、 プロパガンダのやり方としても

うまいですね。 わずか5,000キロワットのパイロット ・ プラントですが、 平
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和目的のために近隣の町に原子力で電力を供給し始めたということをいった

ので、 大変なショックだったわけです。

文部省の助成金をもらって、 これはタイプ印書ですが、 小椋広勝さんと2

人で原子力問題についてそれぞれ100枚ぐらい書いたことがあります。

油井 事典のようなものも出していらっしゃいましたね。

陸井 これは大勢の人でやったんです。55年だったと思いますが、 原子力

問題は当時日本で大騒ぎでした。中曽根氏が科学技術庁長官でしたが、 読売

新聞がゼネラル・ダイナミックスの社長を招んで、 原子カブームが起こった。

日本でも、 核兵器の問題と平和利用の問題が一挙に表に出てきたわけです。

後で役に立ちました。

油井 原水爆禁止運動が始まって先生が専門委員を頼まれたのは、 当時原

子力問題の専門家という形で見られるような素地があったわけですか。

陸井 それとともにアメリカでしょうね。55年に発足しますが、 それはま

だ何が起こるかわからないような団体でした。

上杉 原水禁運動の中で、 中国についての認識を相当早くから持っておら

れたというお話ですが、 ソ 連はどうだったのでしょうか。今、 ソ 連のそのこ

ろの問題が随分いろいろ出ていますね。

陸井 世界平和評議会という ソ 連系の団体があって、 ソ 連からも毎年やっ

てきましたけれども、 僕らがその当時知った限りでは、 ソ 連はそれほど力を

入れていなかったですね。55年から始まり、 僕が参加したのは56年からです

が、 ちょうどフルシチョフ時代で、 翌年には ソ 連のICBMが出てぎたし、

アメリカでさえ ソ 連の科学技術に追いつくには初等教育からやり直さなけれ

ばだめだという議論が出てくる時代でしたからね。今日から見ると隔世の感

ですけれども、 事実そういう時代でした。

13.「在野研究者」として

河村 率直なことをお伺いして失礼かもしれないですけれども、 外国研究

をインディ ペンデントでおやりになる際、 常に心にとめておかれたことは何
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かありますか。

陸井 困ったな。（笑）やせ我慢は随分あったでしょうね。 例えばフルブラ

イトなんかでアメリカに留学した方に負けないようにしたいということは

あった。

だから、 アメリカをやろうとだんだん固まってきてからは、 つまらないこ

とですが、 これはなかなかわからないことなので、 アメリカの土地勘みたい

なものをつけるようにしたり、 マスコミ、 映画、 小説、 あらゆるもので、 研

究に直接役に立たないようなことまで調べたり読んだり、 それは随分やりま

した。

例えば50年代のいつごろかは忘れましたけれども、 あるものを翻訳してい

て「ミュ ー ジカル」という言葉が出てきたときに、 わからなかったんです。

ミュ ー ジカルの映画は戦前からたくさんあるし、 宝塚なんかが戦前からやっ

ていたのはミュ ー ジカルでしたけれども、 言葉としての「ミュ ー ジカル」は

なかった。「ミュ ー ジック」の形容詞かと思って調べたら、別のジャンルでそ

ういうものがあることがわかった。

河村 陸井先生の訳されたドムホフの『現代アメリカを支配するもの』の

一部を分担させてもらったとき、 その中に「ディスコティ ー ク」という言葉

がでてきて、 あとになったら、 すぐディスコと訳せるのですが、 当時はディ

スコなるものが日本にまだなく、 辞書を引っ張って、 注釈をつけて、 ひと苦

労した覚えがあります。

陸井 そういう問題は随分あります。 僕の経験をついでに申し上げますと、

「SAKS 5thアベニュ ー 」という言葉が出てきて、字引を引いても、 ウェブス

タ ー を引いても、 何も出ていないので、 たまたま会えたアメリカ人に聞いた

ら、 げらげら笑い出して、「SAKSというのはニュ ー ヨ ー クの高級婦人服

のデパートだよ」といわれた。 後でニュ ー ヨ ー クに行ったときに、 しゃくに

さわるから、 8階から下までずっと見てきたけれども、 上へ行くほど値段が

高く、 下へ行くほど大衆的になるんですね。 至るところでそういう問題に突

き当たって、 1つ1つ覚えていきました。
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油井 50年代のマッカ ー、ンズムの時代に、 アメリカ自体の学問が非常に体

制順応的になって、 それに対して非常に信用できない、 自分は、 議会の聴聞

会の記録とか、 政府の報告書とか、 そういう1次資料を自分の頭で考えて分

析するのだということを書いていらっしゃいましたが、 アメリカの学問は信

用できないと考えるきっかけになったような研究はありますか。

陸井 具体的に「これだ」というのはないですね。 ただ、 50年代、 60年代

ごろから出てくる人が書いたいろいろのものを読んでも、 どうも違うのじゃ

ないかという感じは絶えずありました。

ただ、 1次資料といいましても割に安いので、 買えないということはな

かった。 国務省のブリティンは無料ですね。 あれは、 今は順番待ちですけれ

ども、 当時は割に自由に手に入ったんですね。

上杉 機関に所属していても、 資料を集めるのはなかなか大変ですけれど

も、 先生のように機関に所属されてないで個人で資料を集めるのは大変だっ

たと思うのです。

陸井 本式にそれができたのはベトナム戦争ですよ。 個人的にやってくれ

る人は若干はいたから、 議会記録などをたまに頼むことはできたけれども、

向こうにとっては面倒なので、 そう頼むことはできないから、 系統的に手に

入れることはなかった。 けれども、 自分でも外へ出るようになったこともあ

りますが、 ペトナムについては、 こちらもいろいろコントリビュ ー トする機

会ができてくると、 ギブ ・ アンド ・ テ ー クという関係ができますから、 いろ

いろな点で相当自由にやれるようになりました。 海外に行った と き に 、

「あっ、 おまえか」とお互いにわかるような関係がだんだんできてきました。

油井 先生としては、 北爆が恒常的に行われるようになった65年 2 月以降

にペトナム戦争の問題にコミットするようになったわけですね。 初期の重点

はラッセル法廷ですが、 ラッセルの呼びかけで、 日本側の受け皿作りはどう

いう形で進んだのですか。

陸井 あれは大体法律家が主張してつくったんですね。 けれども、 アメリ

力が相手だから専門家がいないといけないし、 当時ペトナムの専門家は日本
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に1人もいませんでしたから、 入れといわれて、 入って半年ほどして事務局

長をやらされた。 もっとも、 政党がいろいろ介入してきて、 腹を立てて翌年

やめちゃったんです。

新川 ほんの限られた期間ですが、 駒場で大学の授業をお願いしたことが

あったようですね。 そのとき、 大学での授業、 あるいは学生とのつき合いと

いうことをもっとコンスタントにということは考えられませんでしたか。

陸井 特に積極的にやらないということではない。 でも、 頼まれる機会も

そうなかったですしね。 地方の大学の集中講義ぐらいなら、 時々行くことは

あったんです。

法政は割に長く続いたのですが、 ちょうど学固紛争の真っ最中で、 あそこ

は中核派で、 常時武闘訓練のスネークタ
‘
‘

ヽ

ノスをやっている。 そういうのが続

いて何か事がおこりそうな日は、 教授陣は行方不明になって、 非常勤講師だ

けが大学にいるんです。（笑）

僕の話は割に人気があったので、 70.-.....,80人いたと思いますが、 ある日僕が

大教室で講義をやっていたら、 その中に反対派がもぐり込んでいたのかどう

かはわからないけれども、 ゲバ棒を持ったのが大量に入り込んできて、 教場

内で殴り合いが始まったので、 僕は「これはとても続けられないからやめ

る」といって帰ってきちゃった。 ばかばかしいので、 それ以来出なかったの

ですが、 学生は単位を取りたいですから、 72年か73年の 3 月だったかな、 試

験はやって、 それでやめちゃったんです。 大学当局は身の安全さえも保障し

ないので、 行けない状態だった。（笑）

油井 ご自分で、 大学では余り教えたくない、 在野で通すのだというお気

持ちがあったわけではないのですか。

陸井 それはそれほどないです。 そんな肩ひじ張ってませんよ。

駒場で60年前後に講義をしていたときは、 ここの学生は全く秀才だと思っ

たですね。 かなり考え方の違う中屋健一先生のところと私のところに出てき

て、 両方とも85点以下はつけられないような答案を書くんだな。

油井 何を教えていらっしゃったのですか。
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陸井 アメリがこおける科学技術政策みたいなこと。 原子力関係からかか

わって、 1910年に始まるヘンリ ー ・ フォ ー ドの T 型フォ ー ドからアメリカの

科学技術には割に関心があって、 それと経済発展に非常に興味があったので、

そんなことをやったんです。

油井 そうすると、 教養学科にあるアメリカ科の授業ですね。

陸井 よくわからない。 （笑）

新川 少なくとも僕がアメリカ科の学生だったときには記憶にないんです

ね。

陸井 「あなたは大学で全然教えていないから、 一遍そういうことを経験

した方がいい。 お金は大して出せないけれども」といってきたのは江口さん

だ。

油井 そうすると、 国際関係論かもしれませんね。

上杉 今のこととかかわるのですが、 戦後、 歴史家でもかなりの数の在野

の研究者がいたわけですが、 実際に日本ではそういう人が食べていくことは

大変だったと思うのです。

陸井 中央公論社とかあちこちで、 初版を10万部出すようなものが次々に

出てきましたから、 歴史家は食べられたはずですね。

上杉 それにもかかわらず、 歴史家もほとんど全部最後は大学に入ってい

きましたね。

陸井 簡単にいってしまえば、 大学卒でないということで、 僕にはチャン

スがなかったんでしょうね。

さっきお話ししたとおり、 青山学院を卒業してすぐ東亜海運というところ

に就職したでしょう。 当時は、 3年制の官立の専門学校を卒業したのと4年

制の私立の専門学校を出たのでは、 初任給が 5 円か10 円違って、 私立のほう

が下だったんです。

河村 アメリカン ・ スタディ ー ズという分野は、 例えば東大アカデミズム

の中にはあるのですか。

新川 そういうものを考えるとすれば、 地域研究の学科の存在をあげるこ
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とができますね。 戦後の1つの改革の結果として、 教養学部教養学科が設立

され、 地域研究とか国際関係論、 あるいは文化人類学とか、 本郷にない幾つ

かの分野で学科がおかれることになったわけですが、 東大における地域研究

としてのアメリカ研究も、 ここに発足したといえると思います。

河村 陸井先生の場合はアメリカ史ということになるのですか。 それとも

アメリカン ・ スタディ ー ズになるのですか。

陸井 アメリカン ・ スタディ ー ズでしょうね。 いろいろなことをやりまし

たから。

河村 かろうじて最近は外国のジャパニ ー ズ・ スタディ ー ズが体系を持ち

つつあるようなことがあって、 陸井先生のアメリカン ・ スタディ ー ズという

のは、 僕みたいな門外漠から見るとすごくユニ ー クな感じがするのです。

ジャ パ ニ ー ズ ・ スタディ ー ズでも、 専門が歴史であったり、 政治であったり、

思想史であったり、 あるいは人類学的なことであったりするのでしょうけれ

ども、 先生の場合には歴史になりますか。

陸井 現代史でも、 その人によって、 ウニ ー トが置かれているのが政治史

であったり、 経済史であったり、 文化史であったりと、 割に好みが分類され

ていますね。 私の場合は、 できているかどうかは別ですけれども、 政治、 経

済、 両方を見たいということです。

油井 その場合、 教条的な マルクス主義とは違う意味でマルクス主義的な

方法を意識的に使われたことはありますか。

陸井 余りないな。（笑）

油井 ただ、 政治と経済をつなぐというと、 マ ルクス主義が1つのペース

になりますね。 そういう方法とか理論よりも現実の方が重要だということで

すか。

陸井 例えばマリー ・ カルド ー が書いたものは、 イギリス労働党の左派ぐ

らいの人ですが、 方法としては マ ルクス主義ですね。

河村 その場合の マ ルクス主義というのは、 わかりやすくいってどういう

ことですか。
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陸井 一 言でいえばオ ー ソドクシ ーなマルクス ・ レーニ ン主義、 政治的に

いえば共産主義運動等々を余り意識しないで、 もう少し自由に考えていくと

いうことでしょうね。

油井 先生はニュ ーレフトの評価をされるときに、 ニ ュ ーレフトは突然60

年代にあらわれるのではなくて、 1930年代の運動の蓄積があるのだというこ

とで、 いろいろなところで継続性を強調されたと思うのですが、 一方で、 日

本の左翼、 特に既存の左翼の中ではニ ュ ーレフトを敵対視するような考え方

もありましたね。

原水禁運動なんかで、 SDSとかニ ュ ーレフトの代表が日本に来ていろい

ろ話されたと思うのですが、 先生は、 最初にSDSとかニ ュ ーレフト的な人

たちに会ったときにどういう印象を持たれましたか。

陸井 アメリカの土壌の中から出てきているものですから自由闊達だし、

第一、 まるで教条的でないし、 そっちの方に魅力を感じました。

油井 一番最初に会ったのはいつごろで、 どんな人でしたか。

陸井 さっぎお話ししたス ーザ ‘ノ ・ ミラ ーが最初です。 それからトム・ ヘ

イドンとか、 ストックリ ー ・ カ ーマイケルとか、 いろいろな人に会いました。

上杉 カ ーマイケルも日本に来たのですか。

陸井 カ ー マイケルとはストックホルムで会った。 ラッセル法廷で、 10日

間 一緒に同じホテルにいました。 彼もラッセル法廷へ出てきて、 サルトルと

か、 ボ ー ヴォワ ールとか、 アイザック ・ ドイッチャ ーなんかと一緒にやった。

油井 余り教条的でなくて、 まず現実を重視してとにかく行動する。 その

ような姿勢はどこから生まれてきたのですか。

陸井 現実でしょう。 教条が先にあるのではないという考え方は初めから

あったと思いますね。

油井 アメリカのオ ールドレフトもそういう特徴があるということですか；

陸井 アメリカの場合はそうじゃないですか。 さっきいったようなアプテ

イカ ーの論文なんかごらんになるとわかりますけれども、 そういう点は非常

に自由濶達ですよ。 アメリカの場合は、 レフトのオ ールド・アンド ・ ニ ュ ー、
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両方ともそういう点は割に協調している。 だからこそ、 全部じゃないですけ

れども、 オ ー ルド ・ レフトのファミリ ー の中から ニ ュ ー レフトの人たちもか

なり出てくる条件があったのじゃないですか。

油井 60年代になってペトナム戦争が激しくなると、 オ ー ルドレフトの人

たちは、 いいリペラルと悪いリペラルがあって、 いいリペラルとは連帯しな

ければいけないといった。 それに対して ニ ュ ー レフトは、 リベラル全体が戦

争に加担しているという形で、 リペラルの評価をめぐって対立しますね。 そ

ういう意味では非常に違っていたのじゃないですか。

陸井 それはだんだん違ってぎた。 あれは黒人解放運動もあれば、 いろい

ろな要素がありますが、 ペ トナム反戦運動が1つの起瀑剤になっているわけ

です。 そういうところで見ると、 どちらかといえば、 オ ー ルドレフトを包み

込んでいった方がいいという考え方だった。 ニ ュ ー レフトは、 日本の全共闘

ほどじゃないにしても、 細胞分裂を繰り返すような状態にだんだんなってき

たり、 いろいろ問題があって、 後で挫折して、 ほとんどが転向しますね。 そ

の限りでは、 ニ ュ ー レフトは時代の一時的な産物だったということです。

河村 広い意味でのスカラシップと社会との関係で、 日本とアメリカとの

違いを一番感じられるのはどんな点ですか。

陸井 勉強の違いじゃないですか。 それから、 テ ニ ュアシップが厳しいと

かね。

河村 プロフェ ッショナルという面で、 日本のアカデミズムは少し落ちる

ような気がしませんか。

陸井 ， 全体としていえば、 永久就職になるという点もありますが、 古在先

生は、 自分は、 食うために幾つかの大学で教えたけれども、 哲学は教えたこ

とがない、 哲学とか思想史をやると、 自分が講義の準備をすることで研究し

ているという錯覚を起こす危険がある、 だから、 ドイツ語とか英語とか語学

を教えるか、 せいぜい原書購読をやるということだったので、 僕は古在先生

みたいにやっていませんけれども、 大変ショックを受けました。

古在先生の晩年に割に親しくしていただいたのですが、 あの人の若いころ
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の勉強は物すごかったらしくて、 道を歩いていて人に当たるぐらい物を考え

て、 家へ帰ってくると、 玄関からそのまま書斎に入り込んだ。 今蔵書・資料

を整理している人があるそうですが、 そのまま本になるような膨大なノ ー ト

が残されているらしいです。

いつも古在邸に集まる思想史とか哲学をやっている若い学者たちに、 プロ

野球選手や大相撲力士のように真剣に勉強すれば、 かなりのことはできるは

ずだ、 ちょっと成績が悪ければ、 二軍にやられたりクビにされたりする、 そ

ういう心がけでやらなきゃだめだといつもいわれていましたけれども、 僕も

そんなに勉強したこともないし、 そういうことはやってきた人がいえること

ですね。

アメリカの場合も、 一面ではメリトクラシ ー だとは思いますけれども、 人

気教授が給料のいいところに引き抜かれたり、 地味なことをやっているとだ

めだったり、 アメリカのある意味での商業主義みたいなものもある。

マッカ ー 、ンズムでテニュアシップを次々に失っていった、 この前ご紹介し

た『ノ ー ・アイヴォリ ー ・ タワ ー 』のニレン ． W· シュレッカ ー も、 学内の

理事会の記録などを相当調べていますけれども、 必ずしもマッカ ー、ンズムで

首にされただけではないと思います。

日本の場合は、 大学院生などの若い人がトレ ー ニングなしに 1 次資料をい

きなりやるよりも、 いいものをちゃんと読み込んだ方がいいと今でも思って

います。

油井 特に最近の研究者は象牙の塔にこもるような領向が強い。 陸井先生

は行動する知識人でずっとやってこられたと思うのですが、 行動しないでは

やまないような心情はどういうところから形成されたと思いますか。

陸井 一言でいえば戦争体験でしょうね。 平和運動はやったが、 政治運動

は余りやったことはないと思います。

油井 その場合の戦争体験というのは、 先生ご自身が戦争に協力するとか、

そういうことではないのですね。

陸井 それではないですね。 僕は戦争のとき東京で3度焼け出されて、 戦

-51-



前、 戦中の社会のひどさを経験していますから。

太平洋協会そのものは勝手なことをやっていてよかったのですが、44年ご

ろ、 満鉄、 東亜研究所、 日鉄の調査部が根こそぎ逮捕されたといううわさを

聞いた。 戦後になってわかったのですが、 太平洋協会も、 戦争がもう少し継

続すれば根こそぎやられるはずだった。 要するに、 そういうものが存在する

こと自体当時はだめということですね。

上杉 先生は教育関係の運動にかかわったことがありますね。

陸井 あれは片手間です。 56年か57年に、 保谷の駅のすぐ北側に70坪の地

所に家を建てて住んでいたとき、 日教組の勤評闘争があった。 そのときに随

分頼まれて、 当時は大組織でしたが、 日教組の調査部にたのまれてあちこち

行った。 そんなかかわり合いがあって、 59年か60年に保谷で革新統一候補の

社会党の市長が出たときに教育委員に指名されたんです。

僕はそのとき、 教育委員会で勤評内容を指定してこういうランクでつけな

さい、 これ以外校長に裁量させないといって、 今まで密室でやっていた教育

委員会の公開制を要求して、 勤評を事実上骨抜きにした。 文部省は嫌がった

のですが、 当時、 保谷、 国立、 田無、 調布の4町方式ということでやったわ

けです。

それから、 一斉学カテストを教育委員会レペルで2年間ストップさせた。

全国でも教育委員会レペルで学カテストをストップさせたのはあそこだけだ

というので、 東大の宗像先生の調査団が調査にきたり、 荒木文部大臣が乗り

込んで大講演会をやったり、「保谷は無血革命成立」なんてビラを張られた

りした。（笑）

その実情の視察団で学カテスト日本一の成績だというので、 香川、 愛媛に

行ってくれといわれて、 後で宗像さんと一緒にずっと回りました。 そういう

余技はいろいろやりましたよ。（笑）
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14. 国際的ネットワーク

油井 先生がベトナム戦争にかかわられる前と後で研究に変化がありまし

たか。

陸井 ありましたね。 ガブリエル ・ コル コだけではなく、 イギ リスとか

ョ ー ロ ッ
パ の人と研究グルー プのネットワークができて、 例えばAFFCの

スポンサー をつけて、 みんなで書いて文章をアメリカで出版するとか、 そう

いうことがいろいろやれるようになった。 そのネ ッ トワー クはいまも生きて、

70年代から80年代のヨー ロ ッ
パ 反核運動にも続いたわけです。

ョ ー ロ ッ
パで、 80年から82年にかけて中距離核戦力の配備で反核運動の大

きな高揚がありましたが、 あのときにもそういうコネができた。 ヨー ロ ッ
パ

の場合、 E. P. トンプソンとか、 あれには多くの学者も参加していますね。

河村 先生がアメリカヘ最初に行かれたのは79年ですか。

陸井 78年。 でも、 行ってみて、 全く珍奇な感じはしなかった。 行ったの

はニュ ーヨーク、 ワシントン、 ロサンゼルスだけで、 全部飛行機でした。 ビ

ザを取るのが大変でしたよ。 もう行くまいと思った。（笑）

油井 もうあのようなビザ発給上の思想チェ ックは少なくなったという話

ですよ。

陸井 海外のブラックリスト名簿が二百何万人あって、 4分の3消したの

ですが、 まだかなり残っています。 私はアメリカにとってよくないことばか

り書し、たから。

最初にビザをくれるときのお話をしたことがあると思いますが、 アメリカ

領事館でお年寄りの日本人のご婦人が後を追いかけてきて、 呼びとめられま

して、「先生のお書きになったものはこちらでかなり英訳されていまして、

これは、『ギルティ ・ バイ ・ アフィリエー ション』じゃなくて『ギルティ ・ バ

ィ ・ ライティングス』なんですよ」といわれたことがあって、「どうも教えて

し、ただいてありがとうござし、ました」 とし、ったことがあります。

油井 初めてペトナムヘ行かれた後だと思うのですが、 今までアメリカを

研究しているだけでは見えなかった視点がベトナムに行って見えた、 生きた
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人間の視点に立って研究しなければいけないというようなことを書かれたと

思うのですが、 どういう経験がもとになっているのでしょうか。

陸井 5~6人でベトナムヘ行って、 わずか4週間の滞在中に、 社会科学

院とか、 経済学会とか、 社会主義国のアカデミ ー で僕だけ4回ぐらいスピ ー

チをやらされたんです。 そのときに、 例えば僕が政治の話のつもりでアメリ

カの政治、 殊にペトナムにかかわる政治の動向について話すと、 景気循環の

局面について聞きたいとか、 経済的にペトナム戦争をどう賄っているのか、

TB (トレジャリ ー ボンド）がどうなってし、るかとか、 ちょっと答えようの

ない具体的な数字について聞かれました。

当時のベトナムは「ニュ ー ズウィ ー ク」 1冊入るのも大変な時代でしたが、

同時に、 どんどんアメリカ人を招待して内側から見せていましたから、 そう

いう人が持ち込むものを見る機会はあったと思います。 それから、 サイゴン

に入ってくるものがホ ー ・ チミン ・ ル ー トでかなりハノイに来ていたと思い

ます。

解放戦線の幹部ともかなり会いました。 彼らはみんな病気ということに

なっていて、 北で療養していることになっているけれども、 連絡に来ている

に違いない。 そういう人たちの前でいろいろ話をしたことがありますが、 毎

日対峙していますし、 次々に捕獲した資料なども恐らく見ていたのでしょう。

じつによくアメリカを知っていました。

カメラマンの石川文洋さんが、 北から南ヘペトナムを一 周して、 彼が昔

撮った人たちにインタビュ ー しているテレビ番組をきのう見たのですが、 25

年前に撮った女の人を探し当てた。 その人は当時市場で豚肉を売っていたの

ですが、 当時はダナソの基地の米軍の情報を探るのが私の任務だった、 ダナ

ンの基地の米軍の娼婦になって解放戦線のスパイをやっていた人も仲間にた

くさんいたという話までするので、 ああ、 すごいなと思った。 そういうこと

はかなり知っていたつもりだったのですが、 そういうふうにしてアメリカの

動きを全部見ていたんですね。

僕はハノイのある幹部に、 我々でも知らないことまでアメリカのことをよ
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く知っているといったら、「当たり前ですよ。 毎日上に飛行機が来て物を落

としてくれますから、 何でもわかります」と冗談をいわれたことがあるので

本当にショ ックを受けました。

大帝国の最も否定的で醜悪な面は植民地においてこそよくあらわるという

ことがイギリス帝国以来いわれていますが、 当時、 それがベトナムに一番凝

縮して出たということでしょうから、 本国のアメリカを勉強していただけで

はわからない新しい視点が開かれますね。

油井 だんだんアメリカ本国を研究する意欲が減退してしまうようなこと

はなかったですか。

陸井 それはないですね。

新川 それでは、 お話はまだ切りがないと思いますが、 一応ここまでにい

たしたいと思います。

きょうは、 これまでのオ ー ラルヒストリ ー でお願いした方からは伺えない

ような話、 あるいはそうした領域のことを豊富に伺うことができまして、 非

常に有意義かつ貴重な機会であったと思います。

陸井先生、 聞き手役を引き受けてくださいました方々、 皆さんに心からお

礼を申し上げたいと思います。
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年 譜

1918年 6月

1923年 9月 1 日

1925年 4 月

1931年 3月

1931年 4月

1934年 2月

1936年 3月

東京市芝区白金に生まれる。 10人兄弟姉妹の 7 番

目

関東大震災

芝白金小学校入学

同上小学校卒業

青山学院中等部入学

父死去

青山学院中等部卒業（一度は就識予定）、 同4月

高商部入学(4年制）

1938年～1939年頃 清水幾太郎氏を知る

1940年 3月 青山学院高商部卒業

1940年 4月 東亜海運KK入社、 同 7月退社

1940年 7月～1942年 5月 浪人

1942年 6月 太平洋協会調査局に入る

1943年秋 太平洋協会のアメリカ研究室（分室）研究会に加

1944年 4月

1945年 9月

1946年 9月

わる

協会の中に平野義太郎氏が上田辰之助氏の協力で

つくった東亜学術協会に兼務

太平洋協会解散。 ただし東亜学術協会にそのまま

勤務

東亜学術協会は資金不足で消滅

東亜学術協会のオフィスが戦後の社団法人中国研

究所、 財団法人世界経済研究所、 国民経済研究協

会などの母体となる

同年より中国研究所に籍をおく

1951年 4月～1961年 9月 世界経済研究所に入る

同研究所が 1961年， アジア ・ アフリカ研究所に改
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1953年～1961年

1956年春 ～

1959年～1961年

1962年春

組されたのを機に辞める

日本文化人会議に松島栄一氏の依頼で参加。 この

組織は60年安保闘争で安保問題研究会（上原専禄

会長）の母体となる

原水爆禁止日本協議会に専門委員として協力

東京大学教養学部教養学科非常勤講師

南博氏の依頼でアメリカ研究所を引受ける

1965年 ペトナム反戦運動に加わる

1966年 9 月～1975年末迄 ペトナムにおける戦争犯罪調査委の結成に加わり、

1966年～1973年

1967年～1984年

まもなく事務局長

そのかかわりで1966年12月～1967年 1 月、 1969年

11月～12月、 1972年 5 月～6 月、 北ペトナムを訪

問

アメリカ研究所の創立者芳賀武氏が病気辞任のた

め、 所長を引受け、 資金不足で1973年に解散する

まで続ける

ベトナム平和、 軍縮、 開発などの問題でパリ、 ス

トックホルム、 フランクフルト， ジュネ ー ブ、 ロ

ンドン、 レ ディング、 コペ ンハーゲン、 ニ ュ ー

ヨ ー ク、 ニ ュ ー デリ ー 、 マルタ島その他などの集

会、 セミ ナー 、 討論などに20~25回ほど参加

1968年頃～10余年間 自宅で私設ゼミ

1969年～1973年 法政大学社会学部の一部、 二部の非常勤講師

1977年～1984年 原水爆禁止運動の統一組織で代表委員

以降現在まで自営
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I 著書・緬著

『原子力問題事典』（陸井三郎他耀） 福音館 1955年

『社会主義対資本主義一米ソ角逐する現代史一』 光文社 1958年

『技術的進歩と資本主義』 三一書房 1960年

『現代のアメリカーその病理と課題一』 三一書房 1964年

『キューバ からベトナムヘーアメリカの侵略工作一』（岡倉古志郎と

共編著） 新日本出版社 1965年

『ベトナム戦争と労働運動』（岡倉古志郎・坂本徳松と共著） 労働旬報社

1966年

『現代アメリカの亀裂ーベトナム・黒人問題・暗殺一』 平和書房

1968年

『資料・ベトナム戦争』上・下（編著） 紀伊國屋書店 1969年

『ゆらぐドル帝国』 学習の友社 1971年

『インドシナ戦争』 勁草書房 1971年

『大国と第三世界一崩れる力による支配ー』 日本経済新聞社 1974年

『アメリカの権カー可能性と限界一』 すずさわ書店 1976年

『デタント一反革命世界戦略一』 すずさわ書店 1976年

『ハノイでアメリカを考える』 すずさわ書店 1976年

『アメリカの核・ エネルギ ー戦略』 東研 1977年

『現代世界を考える』 三省堂 1978年

『アメリカと現代世界』 東研 1978年

『核で核は防げるか』（編著） 三省堂 1982年

『ハリウッドとマッカー、ンズム』 筑摩書房 1990年

II 訳 書

E.H. ノ ーマン『日本における兵士と農民』 白日書院 1947年

ォ ー ニン ・ ラティモア『アメリカの審判』 みすず書房 1951年

E. ブラムシュテット『独裁と秘密警察ー恐怖による支配の技術一』

-58-



みすず書房 1951年

シカゴ新報編『ヒステリー ・ ニー ジ』 月曜書房 1952年

ヴェブレン『有閑階級論』〔ほか〕『世界大思想全集』（第 2期）社会 ・ 宗教

・科学思想編 第17 河出書房 1953年

ニム ・ ウェ ールズ編『紅い塵一新中国の革命家たち一』上 新評論社

1953年

E.H.S. バー ホップ『原子力の挑戦』 中央公論社 1955年

『ソビエトの原子力』（陸井三郎・野中昌夫編訳） 三一書房 1955年

ハーバート ・ ファイス『真珠湾への道』（共訳） みすず書房 1956年

A. アンゲロボウロス『原子力と現代史』 平凡社 1956年

s. リリー『オ ー トメーションの経済学』（編訳） 青木書店 1957年

A. クラミッシュ， E .M．ザッカート共著『原子力と産業』 紀伊國屋書店

1959年

C.F. カータ ー， B. R. ウィリアムズ『技術革新と投資』 紀伊國屋書店

1960年

ヘレン ・ アルフレッド『社会主義とはなにか』 三一書房 1961年

ハ ーバート ・ アプセ ーカー『C ・ ライト ・ ミルズの世界』 青木書店

1962年

ウォルタ ー ・ アダムス， ホレイス •M. グレイ『アメリカの独占』

至誠堂 1965年

ジャ ック ・ ベルデン『中国は世界をゆるがす』上・中 ・ 下（共訳）

青木書店 1965年

『世紀の大論戦ーアメリカ上院外交委員会ベトナム問題公聴会議事録ー』

（アメリカ研究所編訳） 三一書房 1966年

、ンドニー ・ レンズ『アメリカのラディカリズム』（共訳） 青木書店

1966年

H. リュー マ ー『アメリカ貧乏物語』（共訳） 青木書店 1966年

I.F. ストーン『危険なアメリカ』 徳間書店 1966年
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D.W. コ ンデ『絶望のアメリカ』（共訳） 徳間書店 1967年

ウィリアム ・ ルクテンバ ー グ『ロ ー ズヴェルト』 紀伊國屋書店 1968年

D.W． コ ンデ『アメリカは何をしたか 2 朝鮮戦争の歴史， 1950,-.-..,1953』

上 ・ 下（監訳） 大平出版社 1967,-.-.., 1968年

N. カッツ『幻想のアメリカ』 ダイヤモンド社 1971年

ウィリアム ・ ドムホフ『現代アメリカを支配するもの』 毎日新聞社

1971年

『ペトナム婦還兵の証言』（編訳） 岩波書店 1973年

チャ ー ルズ・ フェン『ホ ー ・ チ ・ ミン伝』上 ・ 下 岩波書店 1974年

ジョイス ・ コルコ『世界資本主義の危機』上 ・ 下 岩波書店 1975年

マリ ー ・ カルド ー 『戦争論と現代ー核爆弾の政治経済学一』 社会思想社

1986年

ジョイス ・ コ ル コ 『世紀末恐慌と世界経済【リストラクチャリング ・ プロ

セス】』 社会思想社 1989年

ガブリニル ・ コ ル コ 『ベトナム戦争全史』（監訳） 社会思想社

1992年（近刊）

皿． 論文・書評その他

1948年

アメリカに於ける東亜研究者の系譜 中国研究所編『アメリカの新アジア

観』 潮流社版 1948年5 月

1952年

ラティモアの政治的立場と著作 『出版ニュ ー ス』205号

自由の国の不自由一支配階級と弾圧法規 『改造』33巻14号

〔翻訳〕オ ー ニン ・ ラティモア「内陸アジア史の諸論点」（『中国の内陸アジ

ア辺境』 第 2 版1951年版序文） 『中国研究』15号
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原爆をめぐる対立の激化 『三田新聞』698号 11月20日

アメリカ進歩党の現状一平和のための統一戦線の結成 『世界』12月号

1953年

「自由」世界の秘密警察 『改造』 34巻 6 号

自壊するニュ ー ・ディ ー ラ ー 『京都大学新聞』 678·679合併号

1 月1日

ァイゼンハワ ー 政権は日本をどう変えるか 『東京大学新聞』145 号

2 月5日

ホワイト事件 『京都大学新聞』726·727合併号 11月30日

1954年

マッカ ー 、ンズムの行方 『三田新聞』722 号 1 月10日

軍事顧問団 『中央公論』 5 月号

米原子力法改正の意味するもの 『ニコノミスト』9月18日号

1955年

原子力植民地主義と原子力平和利用競争 『世界と日本』20 号

積極的な発言を欠く 外交問題をめぐって(4月号の雑誌論文から）

『朝日新聞』（朝刊） 3 月24日

〔書評〕F. アレン著『20世紀アメリカ社会史』， サザ ー ランド著『ホワイ

トカラーの犯罪』 『日本読書新聞』 802号 6 月20日

原子戦争をはばむ道 『日本読書新聞』 808 号 8月 1 日

政治を大衆のものに一政治評論のさまざまなタイプ 『朝日新聞』

（朝刊）11月9日

1956年

風雲を呼ぶ中近東 『知性』 3 巻 1 号
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進展阻む軍事経済 『東京大学新聞』 269号 8 月13 日

各国共産党の動き 『中央公論』 9 月号

高まる軍備縮小の機運 『エコノミスト』 34巻31号

アメリカしこ於ける原子力発電と電気資本 『経済評論』5巻7号

〔書評〕 H. マ トゥソウ著， 樋口稔訳『偽証』 『日本読書新聞』 869号

10月8日

1957年

死までノ ーマ ンを追いやったもの 『図書新聞』4月13 日号

〔書評〕ダンヴァンボ ー ト著，関嘉彦・白石四郎訳『人間の尊厳』 『日本

読書新聞』 899号 5 月13 日

強まる原子・誘導兵器装備 『エコノミスト』 5 月23 日号

マ ッカ ー 、ンズムの系譜 『世界』 138号

ノ ーマ ンの死とその背景 『中央公論』 8 月号

潜在的大国から顕在的大国ヘー一ーアメリカのアジア政策 『総合』 5 号

〔書評〕H. オ ーコンナ ー著， 佐藤定幸訳『石油帝国』 『日本読書新聞』

915号 9 月2日

軍事評論という怪物 流行の正体は何か 『日本読書新聞』 919号

9 月 30 日

技術革新と都市労働者 『都市問題』 48巻11号

国際原子力資本の系譜①～④ 『ニコノミスト』 11月16 日， 23 日， 30 日，

12月7 日号

変容する米国の防衛産業 『エコノミスト』 11月26 日号

経営学ブ ームの効用， 上・下 『東京新聞』 9 月 6, 7 日

1959年

〔書評〕末永陸甫著『戦後アメリカ資本主義の分析』 『日本読書新聞』

984号 1 月12 日
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〔座談会〕米国外交変化の条件（佐藤定幸 ・ 中林賢二郎と）

『エコノミスト』 1 月17日号

〔座談会〕アメリカは転換するか 『ニコノミスト』 37巻 3 号

米ソ経済競争の現状と展望 『世界経済年報』第10集

科学技術競争， 1959年アメリカの立場 『世界情勢旬報』 382号～383号

〔書評〕瀬長亀次郎著『沖縄からの報告』 『日本読書新聞』 1014号

8 月10日

ラテン ・ アメリカの情勢 『世界情勢旬報』 402号

米ソ首脳の交換訪問とアメリカ 『世界情勢旬報』 408号

1960年

あたらしい時代と世界とアメリカ 『世界経済情報』 1 月上旬・下旬号

東西首脳会談と軍縮問題 『世界経済情報』4月上旬号

（図説）軍備の重荷 『世界』6月号

アメリカはどこへ行く 『世界経済情報』9月上旬号

〔書評〕F. ニー ペル， C. ペイリー 著，笹川正博・杉淵玲子訳『もはや高

地なしー ヒロシマ原爆投下の秘密一』 『日本読書新聞』 1078号

11月 7日

ケネディ ・ ブレ ー ンの条件 『日本読書新聞』 1080号 11月21日

ケネディ大統領とアメリカの政策 『世界経済情報』 11月下旬号

モスクワ声明と世界情勢 『世界経済情報』 12月上旬・下旬号

1962年

〔座談会〕ケネディ政権の二年目（颯山芳郎・山本進と）

『ニコノミスト』 2 月20日号

国連軍縮報告の背後にあるもの 『エコノミスト』 5 月15日号

〔書評〕板垣与ー著『アジアの民族主義と経済発展』 『エコノミスト』

7月10日号
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〔書評〕田口憲一著『大企業は暗躍する』 『ニコノミスト』 7月31日号

1963年

〔書評〕アーノルド ・ トインビ ー著， 黒沢英二訳『失われた自由の国』

『ニコノミスト』 1月15日号

軍縮とその経済的諸側面 『国際問題』36号

〔書評〕ハ ー バ ー ト ・ アプセ ーカ ー著『アメリカの外交政策と冷たい戦争』

『ニコノミスト』4月16日号

〔時評〕ケネディの援助政策 『月刊アジア ・ アフリカ研究』 5月号

前進する米国の黒人解放とその経済的背景 『エコノミスト』9月 3 日号

〔書評〕ガブリエル ・ コルコ著， 佐藤定幸訳『アメリカにおける富と権力』

『ニコノミスト』9月2 4日号

豊かな社会の矛盾 『ニコノミスト』秋季別冊号

〔時評〕大統領の暗殺とアメリカのA · A政策 『月刊アジア ・ アフリカ

研究』12月号

ケネディ路線の次にくるもの 『ニコノミスト』12月 3 日

1963年の世界情勢一ーキュ ー バ危機を手掛りとして

『銀行労働調査月報』147号

1964年

ケネディ暗殺の背景 『現代の眼』 1月号

反逆するアメリカー一秘密結社 『現代の眼』 3月号

ミステリ ー ・オブ・アメリカ 『現代の眼』4月号

〔時評〕当面のニグロ解放闘争における諸論点 『月刊アジア ・ アフリカ

研究』7月号

アメリカにおけるニグロ解放闘争と労働者階級 『経済』9 号

〔書評〕アレン ・ ドル ー リ著， 川口正吉訳『アメリカ政治の内幕』

『エコノミスト』 6月16日号
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〔書評〕岡倉古志郎・蛾山芳郎編著『新植民地主義』 『ニコノミスト』

9 月29日号

オズワルドは二度殺された 『現代の眼』 12月号

〔書評〕L.E. ロ ー マックス著，山田進一 訳『黒人革命』

『ニコノミスト』 12月 8 日号

〔時評〕ジョンソン政権の1年間と今後について 『月刊アジア

・アフリカ研究』 12 月号

1965年

〔座談会〕米原子力潜水艦「寄港」問題と科学者の立場 『文化評論』

3 月号

胎動するアメリカ労働運動 1930年代は再現するか 『ニコノミスト』

3月9 日号

アメリカとベトナムー一→ジョンソン政権を “ 支える ” もの

『ニコノミスト』 43 巻 15号

日韓問題とヴェトナム戦争をつなぐもの 『日本』8巻5号

激動するアメリカ労働運動 『労働経済旬報』 610号

ペンクコツの挑戦 『現代の眼』 6 月号

アメリカ政治の異常事態 『日本』8巻9号

〈研究〉アメリカにおける反戦闘争の実態と性格 『月刊アジア

・アフリカ研究』10月号

アメリカと朴政権の役割 『日韓問題』（緊急特集版） 10月 10 日

〔翻訳〕合衆国陸軍地域別ハンドブック日本編，アメリカ軍部の対日特殊

1966年

研究（田中勇と共訳） 『日本』 10 月号

〔翻訳〕I.F. スト ー ン「日誌・ベトナム戦争批判」 『日本』 2 月号

〔書評〕W.E.B.デュボア著，木島始訳 『黒人のたましい』
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『月刊アジア ・ アフリカ研究』2 月号

アメリカ知識人の反戦運動とその背景 『歴史評論』186号

［書評〕神谷不二著『朝鮮戦争ー米中対立の原型一』 『月刊アジア ・ アフ

リカ研究』3 月号

ジョンソン教書とアメリカ経済 『経済』23号

アメリカのベトナム反戦運動 『東京大学新聞』651号 4 月11日

〔翻訳〕ベトナム問題 ・ 米上院公聴会議事録（陸井三郎訳編）

『現代の眼』5 月号

アメリカは中国政策を変えるかー一現状維持派ゆさぶる内外の圧力

『エコノミスト』5 月31日号

アメリカ社会の「安定」の崩壊と背景――—反戦運動の現状と展望

『経済評論』15巻7 号

極右 ・ ウェルチの存在理由 『日本』9巻3 号

〔書評〕マ ー チン ・ ル ー サ ー ・ キング著，中島和子 ・ 吉川博己訳『黒人はな

ぜ待てないか』 『ニコノミスト』6 月 7 日号

アメリカ帝国主義の侵略的本質とたかまる反戦運動 『労慟経済旬報』

610号

アメリカ帝国主義研究のための文献の紹介 『経済』30号

瑣末主義と「現実主義」〈論壇回顧ー一-1966年 ・ 国際〉 『ニコノミスト』

12月27日号

1967年

アメリカにおける学問の自主性， “学図の叛乱
’

'， 軍事研究

『日本の科学者』1巻5 号

北爆下の国を見て ベトナム人の微笑と信念 『ニコノミスト』

2月14日号

戦場ハノイからの報告 『現代の眼』3 月号

「戦略村」とたたかう南ベトナム人民 『経済』35号
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国際戦争犯罪法廷の背景 各国にみるベトナム反戦の論理 『エコノミ

スト』 5 月30 日号

西欧の知識人と反戦運動 『学生新聞』 6 月28 日号

〔証言〕ねらいは人身破壊だ 『現代の眼』 7 月号

ストックホルム法廷の論理 『現代の眼』 7 月号

ペトナムにおける戦争犯罪国際法廷の意義 『教育評論』203号

〔書評〕ハイ マン ・ リュ ーマー 著『アメリカ経済はどこへゆく』 『ニコノ

ミスト』 8月10日号

東京法廷 『労慟経済旬報』 9 月21 日号

ラッセル法廷ー一ー東京からコペンハー ゲンヘ 『現代の眼』11月号

乏しい全体的把握〈論壇回顧—-1967年 ・ 国際〉 『エコノミスト』

12月26 日号

1968年

〔時評〕情勢に強いられたジョンソン提案 『月刊アジア ・ アフリカ研究』

4 月号

ペトナムに揺れる米国政界 『エコノミスト』 4 月 2 日

〔座談会〕ベトナム新情勢をどうみるかーー 内外の矛盾深まる米国（蛾山

芳郎・斉藤孝•清水知久と） 『ニコノミスト』 4 月16 日号

アメリカ ・ ブラックパワ ー―-―その背景と論理 『ニコノミスト』

4 月23 日号

平和憲法と民族基本権 『教育評論』215号

アメリカ革命の展望―アメリカの新ラディカリズムと黒人の解放

『現代の眼』 6 月号

この異常なアメリカ— ケネディ暗殺の意味するもの 『エコノミスト』

6月18日号

アメリカのパリ会談戦略とその成否 『月刊アジア ・ アフリカ研究』7月号

アメリカ社会の全層的分裂 『経済評論』17巻 9 号
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〔対談〕米国は手術不能の肥満児だ（田英夫と） 『宝石』 8 月号

〔書評〕奥源造著『米国への警鐘』 『ニ コ ノミスト』 9 月24日号

〔時評〕ニクソンの当選と今後の内外政策 『月刊アジア ・ アフリカ研究』

11月号

〔座談会〕これからのベトナムと世界—―ー北爆全面停止がもたらすもの

（清水知久・北畠霞と） 『ニ コ ノミスト』 11月12日号

ニクソン一� 『ニ コ ノミスト』 11月19日号

最近のアメリカ労働運動 『経済』 56号

1969年

世界経済研究所のころ 『岡倉古志郎国際政治論集 第3巻』 勁草書房

1969年1月

〔座談会］激動する内外情勢と「70年問題」の展望（岡倉古志郎

•川端治と） 『経済』 57号

ニクソン新政権の性格と限界一一仮湧たするアメリカの体制的危機

『ニコノミスト』 1 月 7 日号

パリとジュネ ー ブの間ー一二つのベトナム和平会談を解剖する

（上） ・ （下） 『エ コ ノミスト』 4 月22日号 ・ 29日号

ニクソンのベトナム和平計画 『エ コ ノミスト』5月27日号

〔時評〕ニクソン政権のペトナム政策 『月刊アジア ・ アフリカ研究』

6 月号

〔書評〕ブルッキングス研究所編，朝日新聞外報部訳『アメリカは何をなす

べきか』 『ニコノミスト』 6 月17日号

〔翻訳JG. コ ル コ「ベトナムにおけるアメリカ， 1969年 ニクソンに残

された時間は少ない」 『ニコノミスト』8月19日号

出口のない内外戦略ー一軍拡と国内計画縮減の矛盾 『ニ コ ノミスト』

10月 10日臨時増刊号

米国のボリシ ー メ ー カ ー のアジア戦略ー一ー前途多難な「ペトナム以後」
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『ニコノミスト』10月25日臨時増刊 号

〈今月の訪問〉陸井三郎アメリカ研究所長に聞く 『前衛』11月号

もう 一つのアメリカ 『文化評論』12月号

1970年

〔解説〕ミュ ーズ著， 志賀潔他訳『アメリカの黒人革命』 弥生書房

見てきた北ペトナム(1) � (8) 『ニコノミスト』 1月13日号～3月

17日号

〔書評Jア ーサー ・ シュレジンガ ー ・ ジュ ニア著， 大前正臣訳『信頼の崩

壊』 『読書の友』358 号

日本人は
‘‘

黄色い白人
’

' なのか 『アサヒグラフ』 2月 6 日号

ベトナム民主共和国におけるアメリカの戦争犯罪の調査 『法律時報』

42巻6 号

私のレ ーニン発見 『文化評論』5月号

インドシナ介入の論理と破綻 『ニコノミスト』5月19日号

〈資料〉「日本の軍国主義復活」について 米下院外交委員会アジア調査団

報告(4月22日， 日本・沖縄の項全訳） 『ニコノミスト』5月26日号

〈紹介〉W.]. ポメロイ著『アメリカの新植民地主義』 『月刊アジア

・ アフリカ研究』 7 月号

ニクソン提案は和平の契機になるか 『ニコノミスト』10月20 日号

〔翻訳〕グニン ・ マイ「ベトナムにおけるゲ ー ティン ・ ソビニト運動，

1930-31年」 『歴史学研究』366号

ペトナムにおけるアメリカ研究について 『歴史学研究』366号

1971年

「ニ クソン ・ ドクトリン」 とアメリカの対外政策 『月刊アジア

・ アフリカ研究』 1月号

アメリカとインドシナ（上） ・ （下） 『ニコノミスト』 2月23日号，

-69-



3月2日号

〔書評〕タンゼント ・ フ ー プス著，丸山静雄訳『アメリカの挫折ーインドシ

ナヘの介入とその限界一』 『朝日アジアレビュ ー 』3月号

〔座談会〕ラオス侵攻の破綻とインドシナ情勢の展開（岡倉古志郎 ・ 鈴木

正四 ・寺本光朗•吉沢南と） 『月刊アジア ・ アフリカ研究』4月号

〔座談会〕米中接近の可能性をさぐる（蛾山芳郎 ・ 石塚俊二郎と）

『エコノミスト』 4 月27日号

カリ ー 裁判の真相は隠されている 『現代』 6 月号

ペトナム機密文書一�ムズ・ ポスト報道の背景（上） ・（中） ・（下）

『読売新聞』（夕刊） 6 月22, 23, 24日

ベトナム秘密文書暴露の知られざる事情――—米国の「リペラル」の立場と

今後の展望 『月刊エコノミスト』8月号

「マクナマラ文書」の性格 『文化評論』 9 月号

ニクソン訪中決定をめぐって 『月刊アジア ・ アフリカ研究』 9 月号

二つの衝撃で米国は立直るか 『ニコノミスト』 9 月 14日

キッシンジャ ー の軌跡ー一限定戦争論から中国接近政策まで 『時代』

10月号

"The Balang An Massacre," in Crimes of Wa.r, ed. by Richard A. Falk, 

Gabriel Kolko, and Robert Jay Lifton, New York: Random House, 

1971, 590pp. 

アメリカ世界政策の破綻 『世界』 10月号

〔翻訳〕ガブリエル ・ コルコ「ベトナムからの撤退は幻想」 『ニコノミス

ト』 10月 12 日号

1972年

激動する世界と日本の進路 『教育評論』 269号

米中に「平和共存」時代はくる力←―ー国家利益が回転軸に

『ニコノミスト』3月7日号
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［座談会〕上海声明が歴史に刻むもの（颯山芳郎 ・ 野村浩ーと）

『ニコノミスト』 3月14日号

〔翻訳〕ガブリニル ・ コルコ「幻想のなかの米軍撤退」 『ニコノミスト』

5月 2日号

ニクソン強硬策の思惑 『ニコノミスト』5月23日号

ハノイ報告 (1),..,,_, (4) 『ニコノミスト』 7月 4, 11, 18, 25 日号

［討論〕日中接近の政治学（野村浩ー・ 斉藤孝•関寛治・山極晃と）

『エコノミスト』 9月 5 日号

北ベトナムでアメリカを考える 『中央公論』10月号

日中打開以後のアジアー―—共存の道はひらけるか 『ニコノミスト』

10月10日号

〔対談〕民族自決の原理（木村哲三郎と） 『朝日ジャ ー ナル』11月10日号

1973年

アメリカはベトナムから手を引くか 『週刊東洋経済』1月6日号

暗いニクソン新政権の前途 『ニコノミスト』 1月16日号

〔座談会〕ベトナム戦争とは何であったか（寺沢ー ・山極晃・日野啓三 ・

山室英男と） 『東洋経済』 2月10日号
「徹底抗戦」を支えた豊かな心 『アサヒグラフ』 2月20日号

独裁者ニクソンの終わりなき冒険 『現代』 3月号

〔翻訳〕ガブリエル ・ コルコ「アメリカの神話とその敗北」 『世界』3月号

財界がねらうベトナムヘの思惑 『ニコノミスト』 3月6日号

ペトナム復興計画の論理と背理ー一ーニクソン ・ キッシン ‘｀ノャ ー のインドシ

ナ復興援助戦略に関連して 『週刊東洋経済』 3月31日号

人間の尊厳とベトナム人民の権利 『現代と思想』11月号

（報告）アメリカの戦争犯罪行為 『世界』 4月号

〔対談Jベトナム協定の思想（芝田進午と） 『文化評論』 4月号

「キッシンジャ ー とヴェトナム」岡倉古志郎 ・ 江口朴郎監修 『70年代の
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アジア』（全 4 巻）特集号 時事通信社 1973年 5 月

〔時評〕ベトナム協定以後のアメリカのインドシナ戦略について 『月刊

アジア ・ アフリカ研究』 5 月号

しぶとくあくどいニクソン外交の手口 『週刊サンケイ』臨時増刊

5 月 7 日号

〔書評〕ジャン ・ ピエ ー ル ・ デブリ， アンドレ ・ マンラ著『わが告発

南ベトナム政治囚を救え！』 『サンデー 毎日』 7 月 1 日号

幻想と矛盾のベトナム停戦 『財界展望』7月1日臨時増刊号

ベトナム停戦の筋書き一ーハ ンチントン ・ レポ ー ト 『中央公論』 7 月号

〈資料〉南ベトナムにおける政治闘争にそなえて 一ハ ンチントン ・

レポ ー ト 同上

〔討論〕戦後日米関係の終焉（長洲ーニ ・ 金森久雄 ・ 清水知久と） 『エコ

ノミスト』 7 月17日号

日本， ハノイと国交樹立 『ニコノミスト』 10月 9 日

〔書評〕ダニエル ・ エルズバ ー グ著， 梶谷善久訳『ベトナム戦争報告』

『サンデー 毎日』 10月14日号

“カンボジア以後 ” のインドシナ展望 『アジア』11月号

〔翻訳〕ガブリニル ・ コルコ「20世紀アメリカにおける権力」

『現代と思想』 14号

1974年

現代アメリカ研究とペンタゴン ・ ペ ー パ ー ズ 『歴史評論』235号

〔書評Jステファン ・ グロ ー バ ー ド著『キッシンジャ ー』

『ニコノミスト』 1 月29日号

〔翻訳〕ガブリニル ・ コルコ「安定度増す南ペトナム解放区」

『エコノミスト』 2 月12 日号

インド洋緊迫の裏に何があるか 『エコノミスト』 4 月 2 日号

〔翻訳〕ガブリニル ・ コルコ「サイゴン政権への新しいテコ入れ」
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『週刊東洋経済』4月13日号

北ベトナムー一独自の民主的自由 『アジア』6月号

〔書評〕オリアー ナ ・ ファラ ー チ著， 河島英昭訳『愛と死の戦場』

『サンデ ー毎日』6月 2日号

外国語上達のプロセス 『毎日新聞』（夕刊， 学芸欄） 6月8 日

ロッキー ドが堕落したとき―バスに乗り遅れた国際企業の運命

『ニコノミスト』6月25日号

〔対談〕狂相「世界大乱」の点と線を結ぶ（サム ・ ニュ ーモフと）

『現代』7月号

〔書評〕川本邦衛編『南ベトナム政治犯の証言』

7月28日号

『サンデ ー毎日』

アメリカ ・ デモクラシー 『北海道新聞 ・ 東京新聞 ・ 中日新聞・ 西日本

新聞連合』8月12日

ニクソンを追放した米大資本の恐るべき権力闘争 『週刊読売』（増大号）

8月24日号

キッシンジャ ー 外交は生き残るか 『週刊東洋経済』8月24日号

ああ， アメリカン ・ デモクラシー ！ ！ 『サンデ ー毎日』（緊急増大号）

8月30日号

一つの時代が終わった一一敗退したニクソン ・ キッシンジャ ー 外交

『朝日ジャ ー ナル』（臨時増刊号） 9月1日号

フォ ー ド政権とアメリカ財界 『週刊東洋経済』10月5日号

国防総省をリ ー ドする財界 『ニコノミスト』10月29日号

"The World Bank and Asian Development Bank Project in propping up 

the Saigon Regime," in World Bank and Saigon, October, 1974, 

The American Friend Service Committee. 

世界恐慌に「王朝」はどう対処するか 『現代』11月号

ラロック証言が語る米の世界戦略――—誇示された核の優越性と日本

『ニコノミスト』11月12日号
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〔書評〕カ ー ル ・ バ ー ンスタイン ボブ・ ウット ワ ー ド著『大統領の陰謀』

『サンデ ー 毎日』12月 1 日号

極東戦略に乗り出したフォ ー ド 『ニコノミスト』12月 3 日号

外国人との付き合いと語学ー一鎖国はまだ解けていない 『毎日新聞』

（夕刊， 学芸欄） 12月7日

1975年

米ソ首脳会談の意味するもの 『世界政経』 1 月号

〔書評〕ロバ ー ト ・ モス著『アジェンデの実験』 『サンデ ー毎日』

2月23日号

デタントによる世界秩序は崩れた 『ニコノミスト』4月8日号

最終局面を迎えるペトナム30年戦争 『毎日新聞』（夕刊， 学芸欄）

4月11日

〔対談〕大流動の時代はじまる一一再編成期迎えた国際環境（中島嶺雄と）

『朝日ジャ ー ナル』 4 月18日号

30年戦争の終局とベトナム人の心 『読売新聞』（夕刊，文化欄） 4 月 18日

〔座談会〕日本が外交モラルを示す時（木村俊夫 ・ 武者小路公秀 ・ 小山内

宏と） 『読売新聞』 5 月 2 日

〔座談会〕アジアの激変と米中ソの対応――—民族解放と社会主義の間

（山本満・菊地昌典と） 『エコノミスト』5月20日号

〔報告〕分断国家と大国 （シンポジウム ・ アジアの分断国家と平和）

『朝日アジアレビュ ー 』 6 巻 2 号

ベトナムの
“

難民 ” 問題とは何か 『世界』6月号

世界史の中のペトナム革命（覚え書） 『経済評論』24巻 7 号

ペトナムの完全勝利とアメリカの戦略 ・ 政策 『月刊アジア

・ アフリカ研究』7月号

揺れ動いたクオリティ ・ ペ ー パ ー ズ 『時事英語研究』8月号

核科学崇拝主義 『毎日新聞』（夕刊， 学芸欄） 8月20日
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外に晴れぬCIA, ロックフェラ ー 委員会報告 『読売新聞』（朝刊）

8月25日

本当の “ ペトナム戦争 ’'はこれから始まる 『月刊日本』 9月号

本多勝一の論理〈解説と補遺〉 本多勝ー著 『続・ベトナム戦争』

すずさわ書店 1975年9月

〔書評〕ロックフェラ ー 委員会，毎日新聞外信部訳『CIA』 『ニコノミ

スト』 9月 9 日号

米国のアジア戦略と日本外交 『季刊世界政経』10月

アメリカ資本主義と科学技術ー―一国家・多国籍企業・テクノロジ 一

『 科学と思想』 18号

［座談会〕世界史のなかのベトナム戦争（江口朴郎・関寛治・津田達夫と）

『現代と思想』22号

フォ ー ド訪中にみる米国戦略 『ニコノミスト』12月16日

1976年

アジアの制圧を図るメジャ ー ――—中国， ペ トナムはどう対処する 『エコ

ノミスト』 2月10日号

多国籍犯罪の内幕 『エコノミスト』 2月24日号

いく層にも引き裂かれた社会 『時事英語研究』3 月号

〔座談会〕アメリカの矛盾と混迷（山本進・菊住昌ーと） 同上

ロッキ ー ドという政治爆弾 軍産複合体の悪循環を断つには 『エコノ

ミスト』(3月29日臨時増刊号）

米国の多国籍犯罪 その動態 『 世界』 4月号

〔座談会〕戦後日本の政治とロッキ ー ド問題 『日本の科学者』11巻7号

〔対談〕アメリカの歴史と思想（河村望と） 『現代と思想』25号

〔座談会〕毛沢東主席の死と世界 文革路線は変わるか （小島麗逸

・矢吹晋と） 『ニコノミスト』 9月21日号

カ ー タ ー の支持基盤を探る一共和党から乗り換えた米財界主流 『ニコノ
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ミスト』11月 2 日号

〔書評〕 H. キッシンジャ ー 著， 伊藤幸雄訳『回復された世界平和』

『ニコノミスト』11月 9 日号

1977弄

アメリカの直面する情勢と課題 『世界週報』 1 月18 日号

〔座談会〕『トンニャット・ベトナム』をめぐって 『シネ ・ フロント』

4 月号

再建ベトナムと欧米知識人 『読売新聞』（夕刊， 文化欄） 5 月23 日

"A dog on the hay" 『ハ ー バ ー ト ・ ノ ー マン全集』第2巻・月報2

岩波書店 1977年 6 月

米核戦略にひそむ危険な決意ー―—愚かな神話に踊る日本 『エコノミス

ト』 7 月 5 日号

核兵器開発はここまできた 『世界』8月号

〔座談会〕アメリカの強さと弱さ—多元的な再統合の力（富塚文太郎 ・

清水知久と） 『エコノミスト』10月20日臨時増刊号

［座談会〕原水爆禁止運動の新たな高揚にむけて（古在由重 ・ 北川隆吉と）

『日本の科学者』12巻11号

1978年

〔座談会〕戦後世界と平和運動を考える一―—核兵器廃絶を中心にして（平

野義太郎他と） 『科学と思想』27号 1 月

カ ー タ ー 政権と第三世界 『月刊アジア ・ アフリカ研究』 1 月号

カ ー タ ー ， 霧のなかの二年目 “消耗品
” の静かな対応力 『ニコノミ

スト』 1 月31 日号

石油資源はなくならない 『文芸春秋』 2 月号

ペトナム戦争とアメリカ アジア ・ アフリカ研究所編『ベトナム』下巻

水曜社 1978年 3 月
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世界を動かし始めたNGO 運動 『新聞研究』 324号

アメリカの核戦略と日本の原子力問題 『日本の科学者』 13巻 7 号

もう一つのアメリカ—�しての帝国初見 『ニコノミス

ト』 8 月 1 日号

〔対談〕核兵器完全禁止への道（バ ー ナ ー ド ・ フェルトと） 『朝日新聞』

（朝刊） 8 月 5 日

〔座談会〕アジアにおける民族 ・ 社会主義 ・ 国家について ベトナム ・

中国問題を検討する（菊地昌典・今川瑛ーと） 『ニコノミスト』

9 月 5 日号

アメリカは何をねらっているか 資源問題から見た日米関係とアジア

『朝日ジャ ー ナル』 9 月25日臨時増刊号

1979年

中越戦争， その衝撃とアジアヘの波紋（関寛治， 辻康吾， 今川瑛ーと）

『ニコノミスト』 3 月 6 日号

反革命世界戦略
‘‘

デタント ’

' と中国外交 『現代と思想』35号

〔対談〕骨肉相食む中 ・ 越の論理ー一 社会主義国間闘争の背景をさぐる

（田所竹彦と） 『朝日ジャ ー ナル』 3 月16日号

〔座談会〕『ディア ・ ハンタ ー をめぐって』（山田和夫 ・ 芝田進午と） 『シ

ネ ・ フロント』 4 月号

〔翻訳〕ガブリエル ・ コルコ「知性と統合ー一合衆国における資本主義合

理化の神話」 『現代と思想』 36号

〔解説〕ロバート • C ・ オルドリッジ著，山下史訳 『先制第一 撃ーアメリカ

核戦略の全貌ー』 TBS ブリタニカ 1979年 6 月

中国一ーー放置できないアジアの真空 『ニコノミスト』 6 月19日号

アメリカのエネルギ ー 政策 『季刊世界政経』 71号

米国戦略の矛盾を衝く ー一世界を揺るがす石油断交 『エコノミスト』

12月 4 日号
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1980年

アメリカ帝国主義はどこへ行ったか 『月刊アジア』 3 月号

〔座談会〕怖さがのぞくアメリカの右旋回（徳山二郎 ・ 袖井林二郎と）

『週刊東洋経済』 3 月 1 日号

《読書ノ ー ト》核時代に生き残るための思想 『現代と思想』39号 (3 月）

米国経済の軍事化を吟味する 追加軍拡の効果と報酬 『エコノミス

ト』 4 月 1 日号

『ガリレイの生涯』とヒロシマ 『朝日新聞』（夕刊， 文化欄） 4 月 9 日

〔対談〕核兵器完全禁止への道（ジョゼフ ・ ロー トブラットと） 『朝日新

聞』（朝刊） 8 月 3 日

「軍事バランス」という名の元凶―-＿核競争の思想 を生むメカニズム

『エコノミスト』11月20日臨時増刊号

1981年

〔書評〕岡崎次郎編集代表『現代マルクス＝レ ーニン 主義事典』全3 巻

『週刊読書人』 1 月26日号

ミルズ著『第三次世界戦争の諸原因』を読みなおす 『思想の科学』128号

“近代化
’

' の課題とインドシナ諸国 『月刊アジア』2月号

戦中 ・ 戦争直後の平野先生『平野義太郎一人と学問一』 大月書店

19 81年2月

中東に向けたレ ー ガンの未知の顔ーー選択の余地はあまりにも少ない

『ニコノミスト』2月3日号

米原潜事故にみるス
｀

サンな核管理ー一咀：気の核軍拡を阻止できるか

『エコノミスト』5月19日号

非核に独自の論理を〔東西軍事力第 4 部 ・ 専門家に聞く(12)〕

『毎日新聞』（朝刊） 6 月16日

レ ー ガンの核軍拡路線と中国 ‘‘唯一の加爆国
”

米国に抗議する
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『ニコノミスト』6月23日号

〔座談会〕イスラエルがサウジを攻撃する日 （小山茂樹・ 岡倉徹志•最首

公司と ） 『ダイヤモンド』6月27日号

ベトナム戦争ー一ーベトナム以降の歴史的転換に基づく再評価 『月刊アジ

ア』 7 月号

日本 の位置づけ欠いた防衛白書 『毎日新聞』（朝 刊） 8月15日

核軍拡の軌跡と帰結 レ ー ガン大軍拡と人類の危機 『法律時報』

53巻12号

1982年

昂揚期迎えたヨ ー ロ ッパの反核•平和運動（山下史と共著） 『核時代の

戦争と平和』（『法学セミナー 』増刊） 1982年1月

国際反核統一戦線が目指すもの 人類の生存と文明の存続をかけて

『ニコノミスト』6月 1日号

西欧諸国で高まる反レ ー ガンの潮流ー一反：核運動と連動する不況打開のた

たかい 『ニコノミスト』8月10日号

中間選挙に現れたアメリカの亀裂ー一置〖拡と失業と核が連動 『エコノミ

スト』11月 2日号

"The Nuclear Umbrella in East Asia," in Exterminism and the Cold 

竺(London, 1982) 

1983年

世界経済危機と発展途上国 『月刊アジア ・ アフリカ研究』 1月号

「 “経済大国日本 ” の日本人」 『生活ジャ ー ナル』 1月 1日号

したたかな政治的英知を発揮した「若き」核軍備撤廃運動—-ENDコン

ペンション（西ベルリン）報告 『朝日ジャ ー ナル』6月3日号

「バ ー チェット死すと も」 『読売新聞』（夕刊， 文化欄）10月3日
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1984年

レ ー ガン政策の “ ある崩壊 ’'--ブヽート現象とどう交錯する 『ニコノミ

スト』 3 月20日号

ジョゼフ ・マッカ ー シー 猿谷要 ・ 城山三郎 ・ 常磐新平編『大戦の時代』

〔人物アメリカ史•第 6 巻〕 集英社 1984年11月

〔書評〕坂井昭夫著『軍拡経済の構図』 『ニコノミスト』 11月27日号

1985年

〔書評〕清水知久著『ベトナム戦争の時代』 『ニコノミスト』10月29日号

·1986年

アキノ新政権下で和解はつづくか 土地改革と軍事協定が当面の課題

『ニコノミスト』6月17日号

“若い日の私 ’' 『毎日新聞』（朝刊） 7 月 5 日

1988年

ペトナム戦争とキッシンジャ ー戦略 ベトナム戦争の記録編集委員会編

『ペトナム戦争の記録』 大月書店 1988年12月

〔書評J芳賀武『紐育ラプソディ』 『エコノミスト』1月28日号

〔書評〕マリ ー ・ カルド ー 著， 芝生瑞和 ・ 柴田郁子訳『兵器と文明』

『ニコノミスト』5月20日号

〔解説〕芳賀武著『ニュ ー ヨ ー ク遊民団』 PMC 出版 1988年10月

1989年

秘録 マッカ ー 、ンズムー一-40年目の真実①～⑫

4 月～ 7 月

① “ ハリウッド ・ テン” と呼ばれる人々

②孤立無援の
“

異端審問'’ への道
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『ニコノミスト』

4月11日号

4月18日号



③ ‘‘ 不服従” の名をもらった男

④迫り来る「人類危機」をいち早く予感

⑤ ‘‘われら19人 ’' 旧友たちにあいさつを！

⑥アイスラ ー一家の愛と相克

⑦何が二人の親友を訣別させたか

⑧ア ー サ ー ・ ミラ ー の闘い

⑨エリア ・ カザンの転向と屈従

⑩ダ ヽン ール ・ ハメットの神秘な生涯

⑪ハメットの生涯を “ 私物化 ” した女

⑫ヘルマンの隠された「転向」

4月25日号

5月16日号

5 月23日号

5 月30日号

6月6日号

6月13日号

6月27日号

7 月4日号

7月11日号

7月18日号

アメリカ研究所をつくった芳賀さん 芳賀武追悼文集をつくる会

『追想・芳賀武』 1989年6 月

“自由の国” もう 一つの顔•著者訪問 『毎日新聞』（朝刊） 10月29日

1991年

私の新古典（田中克彦著『ことばと国家』） 『毎日新聞』（朝刊）

5月 96日

古在先生の「片言双句」 『古在由重 二十世紀日本の抵抗者，

人 ・ 行動 ・思想』 同時代社 1991年7月

現代史のなかの「真実の瞬間」 『GUILTY BY SUSPICION 

真実の瞬間』 （映画上映パンフレット） 1991年

-81-



American Studies in Japan, Oral History Series 

Vo l. 1 清水 博先生に聞く

2 高木八尺先生米寿記念会記録

3 藤原守胤先生に聞く

4 中屋健 一先生に聞く

5 西川正身先生に聞く

6 (Nu 1, 2) 高木八尺先生に聞く

7 斎藤 勇先生に聞く

8 松井七郎先生に聞く

， 松本重治先生に聞く

10 上野直蔵先生に聞く

11 鈴木圭介先生に聞く

12 橋本福夫先生に聞く

13 久保田きぬ子先生に聞く

14 中野好夫先生に聞く

15 楊井克巳先生に聞く

16 鵜飼信成先生に聞く

17 佳知晃子先生に聞く

18 高野フミ先生に聞く

19 今野源八郎先生に聞く

20 斎藤 光先生に聞く

21 大橋吉之輔先生 ・ 大橋健三郎先生に聞く

22 大下尚 ー先生 ・ オ ー ティス ・ ケ ー リー先生・榊原
肝夫先生 ・ 菅泰男先生 ・ 田口芳弘先生 ・ 岩山太
次郎先生 ・ 釜田泰介先生・松山信直先生に聞く

23 今津晃先生に聞く

24 岩永健吉郎先生に聞く

25 江口裕子先生に聞く

26 佐伯彰 ー先生に聞く

陸井三郎先生に聞く
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発 行

印 刷

平成 4 年 3月10 日発行

東京大学アメリカ研究資料センタ ー

東京都目黒区駒場 3 丁目 8-1 東京大学教養学部
(03) 3467-1171 内線 235, 236 

（有）章 英 社
東京都文京区本郷 5 丁目 21 -12

(0 3) 3 811 -2 3 4 6 




